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１ 開 会 

 

【広報県民課長 藤森茂晴】 

皆様、お待たせいたしました。本日は平日の夜間にもかかわらず、大勢の皆様にお集

まりいただきまして、まことにありがとうございます。 

ただいまから「県政タウンミーティング」を開催いたします。意見交換までの進行を

務めます、私、長野県広報県民課長の藤森茂晴と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

さて、本日の県政タウンミーティングは、県立信濃美術館の今後のあり方について、

県民の皆様と意見交換を行ってまいります。限られた時間ではございますが、率直なご

意見やご提案をいただきながら理解を深め、ともに考える機会にしたいと思っておりま

す。なお、本日の意見交換の内容ですが、お名前などの個人情報を除き、後日、県のホ

ームページで公開させていただきますので、ご承知おきください。また、本日は取材の

関係で報道機関の方もおられます。大変恐縮ですが、参加者の皆様の中で、取材の映像

等について支障のある方いらっしゃいましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

しょうか。 

それでは、これからおおむね８時までの時間の予定で意見交換に入ってまいります。 

まず初めに、長野県知事、阿部守一からごあいさつ申し上げます。 

 

 

２ 知事あいさつ 

 

【長野県知事 阿部守一】 

皆さん、こんばんは。今日は平日の夕方の何かとご多用なときに、大勢の皆様方にこ

うしてご参加いただきまして、大変ありがとうございます。 

今日はタウンミーティングではありますけれども、一般的に開いているタウンミーテ

ィングとは違って、１点のみ、信濃美術館の今後をどうするかということに絞ってタウ

ンミーティングをさせていただきました。 

私は長野県政、皆さんの付託を受けて担っている中で、いろいろな行政分野がありま

す。医療や福祉、教育、産業振興、観光、いろいろな分野がありますけれども、これか

らの未来に向けて、長野県としてぜひ重点を置いていきたいというふうに思っているこ

との一つが、文化芸術の振興であります。 

何というか、これまで行政の中ではあまり文化芸術の振興、特に長野県においてはそ

んなに力を入れてきていなかったんじゃないかなというのが私の率直な感覚です。しか

しながら、これからの社会のあり方を考えたときに、もちろん経済的な豊かさを維持し

ていくということはこれからも必要だと思いますけれども、かつて右肩上がりで人口が
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増えて右肩上がりで経済が成長して、そういう中で社会資本もどんどん整備して物の豊

かさを追求していくという、ある意味で社会の発展の形があったわけですけれども、一

定程度、物の豊かさは達成して、他方で格差の問題とか子どもの貧困とか、向かい合わ

なければいけない問題がありますけれども、しかしながら、例えば私、55歳ですけれど

も、私の子どものころに比べてもやっぱり物が豊かですよね。 

大前研一さんは「低欲望社会」というふうに言っていますけれども、そういう意味で

は、これ買いたいとかこれ欲しいとか、ではそれを実現するためにみんなで頑張りまし

ょうという時代とは少し変わってきているのではないかなというふうに思います。これ

からはやっぱり、私は心の豊かさ、物の豊かさから心の豊かさを実感できる社会にシフ

トをしていかなければいけないだろうというふうに思います。 

もっといえば、この文化芸術の分野は、これは行政が一から十までやる分野ではない

です。例えば道路をつくったり、学校をつくったりみたいなものは、もうこれ行政が全

部100％やるべきなんですけれども、この文化や芸術というのは、別に行政がリードす

る話でもありませんし、全て私どもが担う話でもないわけでありまして、県民の皆さん

の多様な活動とかそれぞれの思い、そうしたものがあって充実した文化芸術になってく

るものだと思います。しかしながら、行政においても取り組むべきことは幾つかあるん

じゃないかなというふうに思っています。 

今、文化振興事業団の理事長に近藤誠一さん、前の文化庁長官で、もとは外交官をさ

れていた方ですけれども。近藤誠一さんには私からやはり長野県、本当に文化芸術で心

の豊かさを実感できる社会になるように、ぜひ引っ張っていってもらえませんかという

ことでお願いをさせていただいていますし、また串田和美さんを初め何人かの方、芸術

監督団ということで、これは文化振興事業団のほうでお願いをさせていただいています。

文化芸術の分野は私だったり、あるいは行政がこうだこうだというふうに決めるのでは

なくて、やっぱりいろいろな皆さんの意見を反映しながら取り組んでいく必要があると

いうことで、芸術監督団の皆さんに、大きな方向性は私とすり合わせをしてもらわなけ

ればいけないとは思っていますけれども、しかしながら、行政がこれやれあれやれとい

うことではなくて、ああした方々が、県民の皆さんとも十分思いを共有してもらった上

でいろいろな取り組みを進めていってもらいたいというふうに考えて、芸術監督団を置

いています。また、財政的な面でも文化振興基金というのを設置をして、そこからいろ

いろな文化芸術活動に対して、これまでの県の予算に比べると、全体の予算からすると

まだまだ微々たるものでありますけれども、文化芸術に財政的にもシフトさせようとい

うことで取り組んできています。 

そういう中で、今日のテーマは信濃美術館であります。これは皆様方もご承知のとお

り、昭和41年、信越放送ＳＢＣと、それから信濃毎日新聞のご尽力で創設され、そして

50年が経過しようとしています。信濃美術館、県内唯一の県立の美術館ということで、

県民の皆様方に上質の美術鑑賞の機会を提供するとともに、地域に根ざした芸術活動を
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実践し、県民文化の向上に一定の役割は果たしてきたのではないかというふうに思って

います。しかしながら50年を経過しようとする中で施設の老朽化は大変著しいものがあ

りますし、私も文化芸術のそんな専門家ではありませんけれども、美術館の裏表いろい

ろ見せていただくと、さすがにちょっとこれから未来に向けて、このままではいけない

んじゃないかというふうに感じています。 

美術館の場合は単に箱があればいいということだけではなくて、しっかり鑑賞いただ

くスペースも必要ですし、それと同時に重要な美術品をしっかり保管するという機能も

必要なわけでありますので、そういう意味では、ただ単にそこに建物が建っていればそ

れでいいというものではないだろうというふうに思っています。 

そういう意味で、この信濃美術館のあり方整備検討委員会を設置をして、先般、私の

隣に竹内委員長お越しいただいていますけれども、信濃美術館の今後のあり方、そして

整備に関する基本方針というものを整備検討委員会において取りまとめていただいたと

ころでございます。ぜひ、今日はこのおとりまとめいただいた基本方針をもとにして、

ぜひ皆さんと対話、キャッチボールをしたいというふうに思っています。 

今回は整備検討委員会の皆さんに方針をつくっていただいたわけでありまして、今後、

県がこの方針を踏まえて具体的な基本構想をつくっていくという段階になります。そう

いう過程において、ぜひこの基本方針についてどういう受けとめなのか、あるいはどう

いう形で今の信濃美術館をごらんになっているか、あるいは、これから将来に向けて長

野県の文化芸術行政、とりわけこの美術館のあり方、信濃美術館のあり方、どういうふ

うに皆さんがお考えになっているのか、こうした点について率直なご意見をいただけれ

ば、大変ありがたいというふうに思っています。 

ちょっと私があまり長いあいさつをすると時間がなくなってしまいますので、冒頭の

ごあいさつはこの程度にさせていただいて、あとは、今日は石川さんがファシリテート

をやっていただくんですね、バトンタッチをさせていただいて、ぜひ有意義な場にして

いきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【広報県民課長 藤森茂晴】 

それでは、本日、中央に座っております主催者側の出席者を紹介させていただきます。 

皆様から向かって左側から、本日の進行役を務めていただきます石川利江様です。石

川様の略歴につきましては後ほど紹介させていただきます。 

それから、信濃美術館整備検討委員会の委員長で、東京藝術大学の名誉教授でありま

す、竹内順一様でございます。 

そして知事の隣ですけれども、長野県県民文化部長の青木でございます。 

そのほか、オブザーバーといたしまして、長野市から轟都市整備部長さんです。 

それから善光寺から、清水営繕副部長にお越しいただいております。 

それでは、本日の進行役をご紹介いたします。石川様ですけれども、長野市出身で、
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現在、ＩＳＨＩＫＡＷＡ地域文化企画室の代表でいらっしゃいます。 

お仕事の内容は主に３つございます。１つ目として、行政や企業のアート分野の企画

運営、アートワークの企画デザイン、それから２つ目として、地域文化の発信・振興の

サポート、まちづくりの文化視点での助言・企画、それから３つ目として、展覧会等の

企画運営ということで、市内にございますギャラリーガレリア表参道の運営などを行っ

ていらっしゃいます。 

なお、エコールド松代2004の専門プロデューサーをされたほか、テレビ信州放送番組

審議会委員委員長や、長野県信濃美術館協議会委員、長野市総合計画審議会委員、長野

県都市計画審議会委員などの公職を歴任されております。文化関係のシンポジウムや講

演会等の進行役の経験が豊富な方でいらっしゃいます。 

それでは、石川様、この後の進行をよろしくお願いいたします。 

 

 

３ 信濃美術館の今後のあり方及び整備に関する基本方針の説明 

 

【進行役 石川利江氏】 

今日、進行役を務めさせていただきます石川でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

本日のタウンミーティング、予想以上のたくさんの方にお集まりいただきました。ぜ

ひ皆さん、お一人お一人、胸に秘めた美術館への思いとか、また具体的なご提案もお持

ちの方も多いと思いますので、ぜひ最後までご意見を出し尽くしていただきたいと思い

ます。 

私も長い間、県内のいろいろなアーティストや工芸作家といろいろな展覧会企画など

をしてまいりました。これからの時代の中で、求められる美術館としての機能を持ち、

県の美術界の中心になる美術館がほしいという思いを、長い間多くの方々が持って来た

と思います。 

今日こういう形で、具体的に新美術館に関して皆さんと検討できる、こういう場を開

くまで、そこまで来たということを、まず個人的にもとてもうれしく思っておりますし、

今日はできるだけ皆さんに多くのご意見をいただきたいと思っております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

ぜひ今日は、皆さんあまりシーンとした雰囲気ではなくて、できるだけ、アートに関

するテーマですので、柔らかな気持ちでいろいろな意見、いろいろな立場の方のご意見

をお願いいたします。 

それではまず検討委員会で、これまでの検討経過や結果などについて、竹内委員長さ

んからお話をいただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

それでは早速、説明をさせていただきます。皆様にお配りしている次第の次にある、

このとじられた色のついたものがありますが、これに基づいてお話を申し上げたいと思

います。 

去年の４月から約１年半にわたってこの会議を開いてまいりまして、メンバーはこの

裏側のページの一番最後のところに書いてありますが、メインの検討委員会は13名、そ

のうち４名が重複しますが、作業部会をつくりまして、あわせてこの20名が会議を開い

てまいりまして、６回の会議と３回の作業部会であわせてつくられたのがこの基本方針

であります。 

私ども一番気をつけていたのは、世界から見た長野県は一体どうだろうか、あるいは

日本の中で長野県はどうなっているかというところで、文化面のいわば立ち位置といい

ますか、そのところをやっぱり意識する必要があるのではないかということをまず最初

に考えました。 

特に、あとでまたお話し申し上げますが、大規模な国際展、国際巡回展が東京とか関

西、あるいは名古屋地域には行くけれども、こちらにはなかなか来ないというようなこ

とは非常に文化展、美術展の一種のへき地扱いをされているんじゃないかと。それには

必要な会場もないとか、そういうことがあったわけですけれども、やっぱりそういうと

ころで初めから大きな世界、あるいは日本全体から見るところが大事ではないかという

ことから始まりました。この間、幾つか美術館関係者とも話しましたり、それから意見

交換会、あるいはパブリックコメントということで、非常にたくさんのご意見をいただ

いておりまして、全部蓄積しております。今日は皆様からいただいたものも蓄積させて

いただいて、これからに役立てようというわけであります。 

今、知事から話がありましたように、信濃美術館は昭和41年、今年で満50年なんです

が、当時は一番新しい県立美術館だったんですが、最初３年ほどは民間、今、話があり

ましたように民間立で始まって、途中から県立になったんですが。一番新しい県立美術

館だったのが今日では50年、半世紀たちましたので一番古い県立美術館になってしまい

ました。建物の老朽化とかいろいろありますけれども、一番大事な点は今の時代の要求

に合わない。いろいろな空間的な制約、あるいは設備的な制約がありまして、特に最近

では国宝とか重要文化財を並べる場合、文化庁のほうから非常に厳しい条件がつけられ

ますが、善光寺御開帳にあわせて日本の仏像を並べようとしても、あるいは仏画を並べ

ようとしてもなかなか大変で、ご苦労が多いわけですけれども。そんなハード面のハン

ディを背負いながら、橋本館長を初めとしてスタッフの皆さんは随分、私が見ていると

人数が少ないんじゃないかなと思うんですけれども、本当に全力を尽くしてやっていた

だいて、その点は感謝しております。この50年の中で、今日ある中で非常に全国の中で

は重要な地位を占めていると思います。 

特に平成２年から東山魁夷館ができまして、このときには信濃美術館50年の歴史の中
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で一番人が入って、１年間に40万人が来たときだったんですけれども、そういう非常に

いいものを見せるようにすれば必ず人が来るということを証明したわけです。いずれに

しても収蔵庫、それからバリアフリーとか、いろいろな点で老朽化していますので、こ

の際ということで、この検討を始めたわけですが。 

元へ戻りますと、あくまでも老朽化した建物を新しくするというような、そういう視

点ではなくて、もう一度、広い立場で見てみようというふうに考えました。 

具体的に４つの項目を今の表紙のところで申し上げたいと思いますが、一番最初がコ

ンセプト１ですが、ランドスケープ・ミュージアムという、少し英語で恐縮ですけれど

も、という考え方を出しました。 

このランドスケープというのは風景画ということですが、美術館が風景画の中にある

ように、あるいは風景と一体化するということは、当然、善光寺、あるいは東山魁夷館

と、あるいは信州の、もっと広く信州の自然とか山並みと一体化するようなところで美

術を見る、あるいは芸術を見るという、そういうことが大事ではないかということで、

一番最初にこれを取り上げました。 

なお、これ将来、世界に打って出るとき、ランドスケープ・ミュージアムといったと

きに通じるかどうかということがありますけれども、私が調べた範囲では十分で、世界

の中でもロシアにあるんですけれども、ランドスケープ・ミュージアムという小さな美

術館があるんですね。これは地元の風景を地元の画家が売るようなものですから規模は

全く違うんですけれども、一応、名前としてはほかにもあるということであります。 

そういう、ここにも善光寺さんの関係者がいらっしゃっていただいていますけれども、

お隣にある古刹といいますか、お寺との関係をどうするかということは非常に重要なと

ころで、調和を保つようにというふうに思っておりまして、あとの中に少しイメージの

絵を描いておきました。これが第１番目。 

第２番目は、美術館で美術教育をしようじゃないかということを柱に据えております。

今の美術館教育とか美術教育というのはもう非常に古い言葉になりました。あるいは美

術を通しての教育というのは、もう50年以上前から提唱された古い概念ですので、もう

少しその言葉の点でも新しい美術による教育ということで、ここに美術による学びの場

をつくって、それを支援していくようなことを考えようというのが２番目であります。 

これは当然、小中学生が中心になりますが、さらに就学前の幼児、それからお年寄り

なども対象にし、それからここには若手の信州出身のゆかりのある作家も入っていただ

いて、それもあわせてワークショップなどをしようという意味でつくりました。細かい

ところはまた後に書いてありますが、美術による学びの場というのをつくっていこうと。 

３番目が、これは最初のランドスケープにも関係していきますが、信州の多様な地域

文化をいかにわかりやすく発信するかということです。 

特に信州は、いつもこういうことを考えると、東西問題、あるいは南北問題がありま

して、非常に縦に長い県でありますので、長野だけにこういうのが集まるのはどうだろ
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うかというご意見が必ずあります。 

そういうことで、それをいつも考えまして、たまたま建物はこの長野市にできるわけ

ですけれども、やっぱりネットワークを中心として、連携をとっていこうというのがこ

の趣旨であります。そして連携をとった上で、この信州ゆかりのいろいろな芸術文化を

紹介しようというわけであります。 

ここで少しちょっと申し上げたいのは、今、県立信濃美術館があるわけですけれども、

これを経営的に考えると、自分の館のことだけ心配しているのが信濃美術館だったんで

すね。これはほかの美術館でも多くはそうで、例えば今回の委員の中に３人ほど入って

いるんですけれども、国立博物館、国立美術館の振興はどうなるか、あるいは評価とい

うようなことについて私もずっと関係しておりまして、それから財団の近藤理事長も関

係しているんですが、どういうふうに国の博物館があるべきかという議論の中で、今で

は信じられないんですけれども、例えば上野にあります東京国立博物館も、東博と呼ん

でいますが、東博だけのことしか考えない美術館経営だったんですね。私もその評価委

員もそれはおかしいんじゃないかと、ナショナルなんだから、国の中心のナショナルセ

ンターとしての役割を果たして、そしてほかの県立の美術館、あるいは私立の美術館を

サポートする組織にすべきだということを言ったんですけれども、初めはけんもほろろ

で、予算の中にほかの美術館の面倒みろという項目がないじゃないかと、なので、自分

の館で精いっぱいですということで、３年間ぐらいそういう議論は、やりとりがなかな

か実りがなかったんですけれども、あるとき国の行政改革の中で、国立博物館は多過ぎ

ると、国立美術館もほかにあるんじゃないかと、その美術館と博物館の違いもよくわか

らないし、実際に東博でやっていることは美術展ではないかというので、合体論が出た

んですね。そこで初めて合体、要するに一本に絞るというようなことは不可能だと。そ

れにはなぜかという中に、ナショナルセンター的な役割を果たすということで予算もつ

けようじゃないかということの議論になりまして、事実予算もついたわけですから、そ

のことで国の中心になったというわけですね。 

それと同じことで、この長野県の中にもたくさん美術館がありまして、美術館、博物

館の数は日本一だと私は思うんですけれども、人口比、面積比からいうと非常に多い美

術館があって、それぞれ学芸員がいて、館長がいて、活動していますが、そういうのを

全体的にサポートするような、施設は長野にあるんですけれども、機能的には全県下を

ネットワークを通じて応援をしようというような組織をつくろうというのがここの考え

方であります。 

特に、美術の本だとか資料だとかということはなかなか購入も大変なんですけれども、

最近はインターネットを通じていろいろな公開が進んでおりますので、いわばネットワ

ークを、文字通り電子ネットワークも通じてもいろいろなことができるんじゃないかと。

もちろん貸し借りの問題から学芸員の研修です。例えば国の博物館がやったことは、子

どもの教育に関して台東区と組んで子どものための催しものをしたんですが、私の評価
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委員会ではそれは最低の展覧会ということで評価しなかったんですね。やったことも、

国のことですからね、何か台東区の子どもと何かやろうということでワークショップを

やったんですが、何か屋根の上のガードマンということで鬼瓦を並べたり、こういう点

なんかは今、もうはやらないんですよと。では、国は何をすべきかというときには、世

界中の子どもの教育が、皆様ご存知だと思いますが、あちこちでギャラリートークと今

呼んでおりますが、作品を目の前にして学生、あるいは子どもたちに学芸員たちが語り

かけて鑑賞していくということが盛んなんですね。 

そういうことの世界の先進例を東博に場をつくって、そこに全国の美術館の人たちが

その研修に参加して、世界中の新しい現場のことを知ろうじゃないかということになっ

て、実現できたわけです。つまりナショナルセンターというのはそういう役目があるん

だと。個々に台東区の小学校の人とやるということではないんだと、国の立ち位置があ

るんだということを随分強調したんですが、今、実現しつつあります。それと同じこと

で、もちろん信濃美術館も自分の館のことをこれからするわけですけれども、やっぱり

全県下に目を広げようというのが３番目です。 

最後はわかりやすいと思いますが、最初に申し上げたとおり、素通りされているこの

長野県のところを国際展ができるような規模にして、そういうシステムをつくろうと。

これは今度、日本の国際展におけるネットワークの問題がありまして、私も松本市美術

館にいたときに何回か国際展をやったんですが、いつも飛ばされてしまうんですね、名

古屋に行ってしまうとか、東京に行ってしまう。僕はそれが残念で、いろいろな、テレ

ビ局、マスコミの関係者といい展覧会、会場がいいですからやりませんかと、やってい

ただけませんかということで幾つかできましたが、そういうことで考えているのがこの

４番目ですね。 

特に最近は新幹線もできましたし、それから北陸も頑張っていますが、いろいろ考え

てみて、その絵にもありますけれども、うまくいけば北陸も含めて、中部、北陸、信越

地方も含めてここを文化の中心に、美術展の中心になる可能性もありますので、これは

大きな課題として取り上げて、そしてできたら、当然、現代美術の問題とかいろいろ出

てくるわけですけれども、将来世界的なアーティストになる、そういう芽が長野県の若

手にたくさんいますので積極的に支援して、これも何でそんな若手のものを購入するん

だとか、いろいろな議論が出てくるわけですけれども、やはり将来のことを考えながら

北信越の中心になる若手のアーティストに対する支援もしようというのが、世界水準と

いう意味であります。 

これから皆様方からいろいろなご意見が出ると思いますが、細部にわたってはここに

書いてあるとおりですが、こんなことで新しい美術館を考えております。どうぞよろし

くご審議いただきたいと思います。 
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【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございました。新美術館への大きなイメージを、いろいろ具体例を交えて

語っていただきまして、皆さん何か感じるところがあったのではないかと思います。 

それでは、報告書の詳細な内容については事務局のほうからお願いいたします。 

 

【文化政策課長 中坪成海】 

事務局を務めております、県文化政策課、課長の中坪と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

ただいま竹内委員長さんから新しい美術館のコンセプトについてご説明がございまし

たので、事務局からは主に施設の面、運営の面について、課題ですとか整備検討委員会

での検討結果についてご説明を申し上げたいと思います。 

引き続き、今の資料をごらんいただきたいと思いますが、まず１ページのほうに美術

館の経緯と現状をまとめております。 

本館につきましては、建設されてから今月で満50年を迎えております。所蔵作品が約

4,000点、東山魁夷館を含めました年間の入館者数、ここ数年10数万人で推移をしてお

ります。管理運営につきましては、県の外郭団体であります長野県文化振興事業団に委

託をしております。 

それから東山魁夷館、平成２年に開館をいたしまして25年経過でございます。収蔵作

品約1,000点でございます。 

２ページをごらんいただきたいと思います。主な課題ということで、６点に整理をし

ております。 

善光寺に隣接をした恵まれた立地条件でございますが、必ずしも十分な集客につなが

っておりません。また施設面を申し上げますと、大変老朽化が著しく、バリアフリー化

も遅れております。さらに展示室、収蔵庫とも古く手狭でございまして、大規模企画展

の開催が困難でございます。また、貴重な美術品の管理に支障を来すおそれも生じてお

ります。なお東山魁夷館につきましても25年たちまして、経年劣化への対応ですとか、

一層のバリアフリー化が求められている状況であります。 

このほか、運営面についても県内の他の美術館の支援ですとか、調査研究が十分でき

ていないといった課題がございます。 

その上で３ページのほう、先ほど竹内委員長からご説明がありましたとおり、新たな

美術館のコンセプトとして４点が掲げられているところでございます。 

次のページ以降、それぞれの４つのコンセプトにつきまして詳細に記載をされており

ます。この点についてはそれぞれごらんをいただければというふうに思います。11ペー

ジにかけて記載をさせていただいております。 

次に12ページから施設整備の考え方をまとめております。５つの観点で整理をされて

おりますので、13ページ以降、それぞれ観点ごとにご説明をさせていただきます。 
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まず13ページですけれども、立地条件を活かした整備ということで、善光寺さんに隣

接し、城山公園の中に設置されているという立地を十分に活かした整備というものを基

本にしまして、これまで長野市さん、善光寺さんにご協力をいただいて検討してきた結

果を踏まえまして、図にもございますが、善光寺東庭園から城山公園への動線、この図

ですとＤというふうに書かれておりますが、善光寺側交差点、特にこの南側の出入り口

部分、改良いたしまして人の行き来をしやすくして、また見通しもよくすることで双方

の回遊性を高めるという提案でございます。 

もう一つ、美術館と公園の部分、こちらは共通のコンセプトで県と市で一体的に整備

をしていくということが示されております。 

14ページをお願いいたします。既存施設との関係ということで、信濃美術館の管理棟、

いわゆる本館といわれている部分については全面改築をいたしまして、東山魁夷館につ

いても必要な改修を行った上で、機能性や利便性の面から接続をさせるものでございま

す。 

続いて15ページでございます。施設の配置です。引き続き城山公園内としまして、具

体的な配置につきましては、長野市さん、善光寺さんとの協議を踏まえまして設計段階

において調整を図るものでございます。具体的にはこのピンクの点線の部分を想定して

いるところでございます。 

16ページをお願いいたします。施設の規模・性能ということで、東山魁夷館を含めま

して延べ床面積を12,000平方メートル程度とすることを基本にしまして、設計において

調整を図るものでございます。また、国宝ですとか、重要文化財の展示保管に支障のな

い建物の性能を確保するものでございます。 

部門ごとの面積については、下に目安で表を差し上げておりますけれども、この点に

ついては詳しくもう１枚、お手もとに資料、こちら差し上げております。信濃美術館の

課題と整備検討委員会の方針というもの、１枚物を差し上げておりますので、そちらを

ごらんいただいて、施設の内容についてご説明を申し上げます。 

まず本館でございますけれども、施設全般としまして、建築から50年がたちまして、

雨漏り漏水等が発生しておりまして、老朽化が著しく進んでおります。バリアフリー化

につきましても、50年以上前の設計でございますので、館内を移動するのに階段を使わ

なければ移動ができないという構造でございます。現在、簡易的なエレベーターですと

かスロープも一部、増設はしておりますけれども、根本的な解決のためには全面改築が

必要な状況でございます。 

それから展示部門ですけれども、今、常設の展示室がございません。収蔵品の展示の

機会が限られております。また企画展示室、現在893平方メートルですけれども、これ

３つの展示室になっております。400平方メートル、380平方メートル、110平方メート

ルという３つの展示室でございまして、それぞれの移動にもやはり階段を使わないと移

動ができないということで、面積も狭く、全国規模の巡回展を呼んでくるに大変難しい
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施設の環境でございます。 

こうしたことから、新美術館におきましては、常設・企画の両方の展示室を備えまし

て、収蔵品を常時展示できて、また全国規模の巡回展も開催できる環境を整備したいと

いう提案でございます。 

収蔵部門につきましては、非常に収蔵庫は狭く、また本来備えているべき機能がござ

いません。将来の収蔵に備えた収蔵庫の増床と、それから重要な美術品を適正に管理で

きる環境整備が求められているところでございます。 

展示収蔵といった基本的な機能に加えまして、新しい県立美術館のコンセプトを実現

していくための機能充実ということで、４点、下に掲げておりますが。 

学びの支援の拠点となるワークショップ室やアトリエ、講堂などの設置、また県民の

皆様が常時作品発表を行える専用の貸しスペースであります、県民ギャラリーの設置、

また一般の来館者や県内の美術館の学芸員の方、あるいは研究者の方等が調査研究をし

ていただく際の支援を行うリサーチセンター、このほか、入館料無料でどなたも気軽に

利用していただけるスペースの充実というのもご提案をいただいております。 

東山魁夷館、２としてありますが、経年劣化に対応した諸設備の更新、また内外装の

修繕のほか、かなり開館時に比べまして収蔵品が増えておりますので、収蔵庫の増床等

も行っていく必要があるということでございます。 

それでは、先ほどの資料の17ページに、おそれいりますが、お戻りをいただきたいと

思います。 

17ページでございます。設計者の選定ですけれども。選定については技術力や経験、

設計に臨む体制などについて提案を求めて、すぐれた設計者を選ぶプロポーザル方式を

基本とするということが示されているところでございます。 

長くなりましたが、最後、18ページをごらんいただきたいと思います。運営の考え方

でございます。 

県立美術館の役割、機能を果たしていくための安定した運営体制とスタッフの充実が

求められております。現在、指定管理の期間、５年間でございますけれども、この長期

化など、継続性をもって美術館の企画運営やスタッフ育成ができる体制を整えていくこ

と、また学芸員を初めとして、必要な職種のスタッフを充実していくべきとの報告をい

ただいたところでございます。 

以上、整備検討委員会からご報告をいただいた内容を事務局からご説明申し上げまし

た。よろしくお願いいたします。 

 

４ 意見交換 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございました。ただいま検討の経過及び報告書についてのご説明をいただ
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きました。また、課題についてのまとめたものもお示しいただきました。 

皆様、これから意見交換に入っていきたいと思いますが、今日の進め方をちょっと簡

単にご説明させていただきたいと思います。 

最初に質問、今のご説明に対する質問をお受けしまして、それはあまり長くなく質問

の時間を終えたいと思っておりますが、その後、美術館としての役割や機能、コンセプ

ト、その辺に関してのご意見をいただきたいと思います。 

そして、最後に地域とともに歩む美術館としての善光寺一体のあり方や、善光寺界隈

のまちづくり、また文化ゾーンの考え方の中で、どのように美術館やその周りを考えて

行くかという点の３つに大きく分けてお話を進めたいと思っておりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

ただ、どうしても、ランドスケープ・ミュージアムという点では単純に分けられない

ところもありますが、その辺、皆さんちょっとご配慮いただきながらご発言いただけれ

ばうれしく思います。 

それでは、今、ご説明いただいたところでのご質問などありましたらお願いいたしま

す。またご発言の際には、できましたら、差し支えのない程度で結構ですが、お住まい

と、それからお名前と、所属している団体がございましたらそれも言っていただけると、

発言がより皆さんに届くかと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは質問はいかがでしょうか。 

 

【男性Ａ】 

長野市に住んでいる者です。 

質問は15ページの図で、赤の点でなくて、グリーンの点で囲まれた公園を含めた周辺

整備の想定エリア、これをどのように考えておられるのか。私はやっぱり一体化という

ときに、このある市道ですか、この通りと、それから大きな林というか植栽がございま

すね。あれと全く分断されていますので、ここのところの扱いが一番問題かなと思って

おります。お願いします。 

 

【進行役 石川利江氏】 

この辺、長野市も関係してくるかと思いますが、とりあえず、竹内委員長さんから。 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

具体的には、事務局のほうがいいかと。 

 

【県民文化部長 青木 弘】 

ありがとうございます。それでは私の、県の立場でございます。若干、長野市の関係

も絡んでいる事案でございますけれども、現時点の考え方についてお話をしたいと思い
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ます。 

一体感ということでのお話でございますけれども、現時点で考えておりますのは、先

ほどもちょっと申し上げましたけれども、南のところに歩道橋等もございます。それで

交差点になっているわけです。善光寺のほうから見ますと、どこに美術館があるのか全

くわからない、そういうような景観でございます。 

やはりここは、何としても改善をさせていただかなければいけない点でございますが、

ここら辺については、しっかり長野市さんとも協議する中で取り組みをしていかなけれ

ばいけない。といいますのは、城山公園、それからあそこの周辺の道路は全部市の関係

でございます。ですから、県が美術館を建設させていただくとなれば、その辺のところ

を一緒になって取り組まなければいけない。そうしますと全体の、例えばこれからの話

でございますけれども、例えば設計というような形に入ってくるときにどういうふうに、

バラバラに設定をしていたのでは一体感が出ませんので、ここら辺については一緒の、

例えば設計にこの基本的な部分はかけていくとか、一つには、そういう工夫が必要にな

ってくるかなというふうに思っています。 

また市道の関係につきましては、なかなか私ども県の立場で申し上げにくいんですけ

れども、あそこはやはり住民の皆さん方の生活道路でもございますので、簡単にそこを

なくすとか、そういうことにはならないというふうに考えてございます。今、申し上げ

ましたように、そういった交差点、それは南北もあるんですけれども、そこら辺のとこ

ろを改良することによって、東庭園と、それから城山公園の回遊性を高めていこうと。

こういうことで一体感というのをかもし出していくと、そういう形を、今、考えていた

だいているところでございます。 

 

【進行役 石川利江氏】 

長野市さんの方はいかがでしょうか。 

 

【長野市都市整備部長 轟 邦明氏】 

長野市の都市整備部長の轟でございます。城山公園につきましては、基本的に今回の

新しい美術館、これとぜひ一体化する、ランドスケープをあわせるような公園にしてい

きたいと、そういうふうには思っていますが、かといって、公園そのものは地域の皆様

の癒しの場です。ですので、基本的な機能そのものはぜひ残させていただきたいと。 

その中で、ご質問の真ん中にあります道路です。この道路についてはやはり基本的に

は残します。ただ今現在、歩道もないような状況ですので、ぜひ何とか歩道の関係は整

備させてもらえればうれしいかなと思いますし、先ほど県のほうからご説明ありました

とおり、南側、北側の交差点部分については、ぜひこれは善光寺と城山公園、それから

信濃美術館の一体化が増すように見通し、あるいは景観、あるいは渡りやすいような感

覚、そういった交差点にぜひ改良させていただきたいなと、その辺はぜひ県と一緒に検
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討させてもらいたいと思っております。 

 

【進行役 石川利江氏】 

歩道橋も今あまり使われていないと思うのですが、これも撤去とか、そういう方向は

あるのでしょうか。 

 

【長野市都市整備部長 轟 邦明氏】 

本当は使途を考えると、あるいは道路状況を考えると、なかなか今のまま残すという

のは厳しいかなと思いますので、その辺は交差点の改良の中で考えていければと思いま

す。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございました。ほかに質問ありますか。 

 

【男性Ｂ】 

安曇野市から来た者です。ステンレスの彫刻をつくっております。 

私が今までいろいろな美術館とかで疑問に思ったことをちょっと、お話させていただ

ければと思っております。 

 

【進行役 石川利江氏】 

おそれいりますが、質問でよろしいですか。 

 

【男性Ｂ】 

国際的なこととか、竹内先生が言われたことについてのことで。まず、道路交通法で

許される範囲の大きさの導入線、動線を道路交通法の最大限の大きさにしていただきた

いというのがあります。これは低床のトレーラー、幅が３メートルあります。高さが60

センチです。それで大体、道路交通法では４メートル50ぐらいが制限の基準になってい

ます、高さが。だけども、振動したりするとそこまでいかないんですけれども、そうい

うのに物を載せて運んでくるというのは、その国際的なイベントだとかいろいろなもの

に対応するという第一歩ではないかと、私は思っております。 

それと、ある美術館のところで展示をしようと思ったら、石畳の石が非常に薄くでき

ていて、大型トラックじゃなくて軽トラックでもあやしいというところもありました。

そういうところは、砂を敷いて上に鉄板を引くとか、養生をしなければいけないことが

出てきます。 

それと動線が曲がっていると非常に危険です。大きなものとかを動かすときにそのも

のだけじゃなくて、いろいろなものが並んでいることが多いので、動線をできるだけ直
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線にして、例えばメインホールまで大型トラックが中へ入っていける、それでまた中に

大きなクレーンがあります。15トンとか60トン、その上が確か100トンだったと思いま

すが、そういうようなものが、同じように入れるだけの耐久性を床につくっておいてほ

しいと思います。 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

では私のほうから。今、男性Ｂさんは、ステンレスでものすごい迫力のある動物の形

とか、もう世界を変えられる、そういうお仕事をしていますから、当然、そういうもの

が、大きなものが大型彫刻をどう並べるか、あるいはどういうふうにして運べるかとい

うことが非常に重要だというふうなお考えだと思います。当然ですね。 

今、具体的にここまで決めていますということは言えないんですけれども、まず作品

の搬入搬出ですね、そのときには大型彫刻も耐えられるようなものを考えなくてはいけ

ないということが一つ。それからあと問題は床荷重で、建物が何階になるか、あるいは

地下に行くとか、まだこれからなんですけれども、やはり現代彫刻の重さに耐えられる

ようなことをしようじゃないかということは話題にしております。 

例えば、ただ具体的にその美術館の仕様の問題になりまして、今、１平方メートル当

たり何キログラムまで耐えられるかということを、今はちょっと、それによってかなり

お金も違いますので、私、藝大にいたときには、１平方メートルやっぱり１トンという

ことを目安にしてやったんですね。それからあと上に飾る場合はクレーンが必要だとか、

そういうことがある。今、一番考えておりますのは、その加重のほかにやっぱりエレベ

ーターですね、荷物用のエレベーターをどうするかと、非常に巨大な、人でいうと50人

ぐらい入れるようなエレベーターも美術館では当たり前になってきました。 

それは現代の進歩ですので、そのことも含めて重量と大きさ、これは今に対応しない

といけないだろうと。それから仮にモニュメントのような大きなものを考えるときには

庭に置くわけですから、庭に置いたときの安全性、子どもが上ってけがしないようにと

か、あるいは搬入しやすくするとか、見やすいということはこれからの問題ですけれど

も。今、話題に上っておりまして、どうしようかということは考えておりますので、新

しい美術館ができたら小さな彫刻しか並べられなかったというようなことはないように

よく考えてみたいと思います。 

今のところお答えできるのは、その程度のまだあいまいの段階ですけれども。 

 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございました。 

ご質問に限らせていただいて、あとでまたご意見をいただきたいと思います。それで

は後ろの方、どうぞ。 
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【男性Ｃ】 

私は長野市の第二住民自治協議会の役員をしております。この城山公園というのは第

二地区のエリア内にあるものですから、この建設には大変関心を持っています。今日も

周辺の区長さん何人か来ております。 

そういう中で、今日は市の部長さんも見えているので、最初に城山公園周辺という問

題が出てきたもので、見解をお聞きしたいんですが。 

城山公園というのは、長野市民、あるいは長野県民にとって重要なコミュニティの場

所として役割を果たしてきたわけです。これは善光寺周辺、善光寺を参拝した人があそ

こで弁当を広げる、あるいは春は花見、小中学生は写生大会、こういうコミュニティと

しての大変重要な場所であるわけなんです。したがいまして、これは美術館ができたと

いうことによってそういった機能が失われてしまうということになれば、これは誰のた

めの美術館だと、こういうことになってくる可能性もある。そして、県民の理解を得ら

れないということにもなりかねわけですね。したがいまして、あちこちで美術館なんて

見ますと、やたら塀や柵で囲って、マニアックな人たちの一部の空間になっていくとい

うようなことがあってはならないというふうに、私どもは考えております。 

それで、あくまでも建物は別として、周辺スペースというものはオープンスペースで、

解放されたものであるということが必要なのではないかと、こういうふうに考えておる

わけです。 

もう一つは、あそこは大変重要な空間であります。それは例えばここで地震が起きた

と、災害が起きたといったときは避難場所になっておるわけですが、善光寺周辺には常

時何千人という参拝客が入っています。そういったときには大混乱を起こすわけです。

空間というのは絶対に保たなければならないということになろうかと思います。そうし

ますと、美術館をつくったことによって、そういった制限が出てくるとすれば、それは

それで美術館のためであれば、それは大いにいいんですけれども、長野市としても、ま

だ公園の中で活用されていない部分というが幾つかあるわけです。あの裏にはＮＨＫの

跡とか、ああいったところが整備されていない。 

こういったところを、失われた機能をそういうところに持っていって、それなりの周

辺整備というものを考えていただきたいということは、常々関係者の皆さんには申し上

げておりますけれども、この辺の考え方をちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 

 

【進行役 石川利江氏】 

お願いいたします。 

 

【長野市都市整備部長 轟 邦明氏】 

はい、お答えいたします。城山公園一体の再整備については、今回、新しい信濃美術
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館の基本的な考え方が出てきましたので、これをもとに、城山公園一体についてももう

既に開設から100年を超えています。それからかなりの老朽化した市の施設が幾つかあ

ります。今、ご提案あった城山の旧ＮＨＫの跡とか、あるいは蔵春閣とか、あるいは今

ある少年科学センター等にしても、施設が老朽化しつつあります。 

長野市としてもこれらのさまざまな施設について今後どうすればいいのか、その辺か

ら城山公園一帯をどうような形で再整備していく必要があるのか、ぜひ改めて地域の皆

様、あるいは学識経験者、いろいろな皆様を含めて再整備の検討委員会をここで立ち上

げさせていただきます。その上で再配置についていろいろ考える、今回の美術館も含め

て再配置について考えさせていただきたいというふうに考えています。 

 

【男性Ｃ】 

そうしましたら、あの地域には、何十年とお住まいになって非常に地域を熟知した方々

が何人かおられるわけですが、そういった検討委員会の中に地域の人を加えるというこ

とが必要ではないかと思いますが、この辺、どうでしょうか。 

 

【長野市都市整備部長 轟 邦明氏】 

地域の代表の方々についてもご参加いただくような形で進めさせたいと思います。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。それでは、もう一度、この基本方針の先ほどのご説明に関し

てわからない部分がもしありましたらお願いいたします。では、その女性の方どうぞ。 

 

【女性Ａ】 

大変初歩的な基本的な質問で恐縮なんですけれども、この計画は大体、何年ぐらいの

予定で始まったものか。大体27年からこれが始まって、27年の４月ですか、第１回の会

合とかがあったみたいなんですが、今、１年半たっていますよね。今後、大体目安とし

て、どのくらいの目安で完成を予定にしているか。 

例えば東京オリンピックはあと４年後ですよね。善光寺さんの御開帳も、あと何年か

後にありますよね。そういう何か目標がなくて、ただ漠然と動いていっても、実際に軌

道に乗れるかどうかちょっと心配になるんですけれども。 

私たち長野県華道教育会と申しまして、全県でやっている華道の集まりなんですが、

７年に一度、長野で大きな華展をやるんです。これが、例えばこういう完成に間に合う

とすれば、ぜひそういう行事も入れていきたいなという目安があるんですけれども、大

体の目標をお聞かせいただければと思いまして、よろしくお願いいたします。 
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【県民文化部長 青木 弘】 

ありがとうございました。実は私ども、今日で３回目のこういった意見交換会、タウ

ンミーティングは知事参加で初めてでございますけれども、これまでも伊那とか佐久で

も行わせていただきました。その都度、会場の皆様方から今の点は必ずお尋ねがござい

ました。 

私ども現在、整備検討委員会から「基本方針」をいただきました、９月の時点です。

それで議会を挟みまして、こうした意見交換会をさせていただいておりますが、この意

見を踏まえまして、今後、基本構想をできるだけ早くつくってまいりたいというふうに

考えているところでございまして、その基本構想の中で、今、おっしゃられましたよう

なスケジュール感というものも、できましたらそこに盛り込ませていただきたいという

ふうに思っております。 

そういうことで、なかなかすぐにお答ができなくて大変恐縮ではございますけれども、

大変お気持ちはよくわかりますけれども、もうしばらくちょっとお時間をちょうだいし

たいなというふうに考えているところでございまして。また、明日も松本でまたこうし

た意見交換をさせていただきまして、それらを踏まえまして、ちょっと基本構想の中で

しっかりと考えていきたいなというふうに考えているところでございます。 

 

【女性Ａ】 

ゆっくり速やかにお願いいたしたいと思います。 

 

【進行役 石川利江氏】 

もう少しお待ちください。質問、ほかにございますか。ではお願いいたします。 

 

【男性Ｄ】 

長野市でデザインの会社を経営している者です。私たちは昨年からグループをつくり

まして、城山公園全体のグランドデザインということで検討を始めて、いろいろご提案

なんかもさせていただいているんですが。 

その中で、計画の中でいいますと、今、これは15ページの計画の中にある、ブルーの

庭というのが、今回の美術館の整備のエリアというふうに設定されているわけなんです

けれども。これだけだと、基本的にこれまで検討されているランドスケープ・ミュージ

アムという、割とスケール感のあるものはこの中ではとても難しいのではないかと。さ

らに、美術館そのものが現在の2.5倍ぐらいの規模をお考えのようですので、おそらく公

園の機能という部分が、ここのエリアだけでは活性化させていくことは不可能だと思う

んですね。 

そうしますと、先ほどもお話し出ていましたように、市のほうのかかわりの部分まで

含めてランドスケープ・ミュージアムという捉え方で計画されておられるのかどうか、
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その付近もちょっとお聞きしたいなと思っております。 

 

【進行役 石川利江氏】 

よろしいですか。 

 

【県民文化部長 青木 弘】 

ありがとうございました。城山公園、先ほども長野市の部長さんからもお話がござい

ましたように課題がございまして、今後、市民の皆さん方も参加していただく中で、グ

ランドデザインの検討会を進めさせていただくというお話をいただいたところでござい

まして、ある面ではそういった大きな、一体の整備をどうするかということが今後、そ

の検討が進められていくわけでございます。一方、この四角のエリア、いわゆる城山公

園、市道で囲まれたエリアについては、ある面では一部先行させていただいて、今、整

備計画が進んできているというか、この整備の検討が進められているということでござ

います。 

ランドスケープの概念がございますので、今後は、その一体の山並みも含めて善光寺

とか、それから東山魁夷館というものとの調和というものを、これはおそらく設計の段

階という段階ではきちんとそれを踏まえたものに、建物も公園もイメージされてくるん

だろうというふうに思っておりますので、そういった中では、いわゆる全体を見渡した

といいますか、その全体の空間、エリアをにらんだ形での設計というものにだんだん移

ってくるんだろうというふうに思いますので、そうした中でお尋ねのこと、直接、お答

えしていないのかもしれませんけれども、生かしていけるのではないかなというふうに、

また生かしていかなければいけないのではないかなというふうに考えております。 

一方を先行させますけれども、それと同時に並行して城山公園全体の計画もあわせて、

並行的に進んでいくというふうにお考えいただきますと、概念の整理といいますか、考

え方の整理がおわかりいただけるのではないかというふうに思っております。 

 

【男性Ｄ】 

ということは、この一角だけではなくて、ここにお見えですけれども、善光寺さんと

城山公園全体まで含めたところで、ランドスケープ・ミュージアムという捉え方にして

いこうという計画と考えてよろしいでしょうか。 

 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

おっしゃるとおり、それを想定しております。ただ、今、美術館、どんな建物にする

かということを中心にやりましたので、もちろん長野市さんもこの委員会に入ってきて

いただいておりますけれども、都市計画とかいろいろなものにかかわってきますと、美
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術館のためだけの委員会だけでは絶対解決できませんので、そこは今、青木部長が言わ

れたように全体的に、それを視野に入れてやっていく。 

つまり、スケール感のことが出てきますが、建物一つではありませんので、この際、

いろいろな課題が山積みされていると思うんですけれども、全体を見ていただいて、特

に私ども考えますのは、よそから来た人は、ここは市の公園、ここは県の何とかとか、

ここは善光寺さんとか、あまり考えませんのでね。来ていいところだなという印象を持

つためにはどうしたらいいかということがありますので。 

準備段階、あるいは検討段階ではきちんとそこは区別していきます、いかないといけ

ないんですけれども、今、話が出たようにグランドデザインをどうするか、しかもまた、

当然、住んでいる方々との合意を得なければいけませんので、そこはこれから難題だと

思いますけれども、全体を見ようというふうに考えております。 

どこまで入るのかということは、ちょっと今、ここでは申し上げられませんが、全体

を考えようというふうに思っております。 

 

【男性Ｅ】 

長野市の者です。県展でしょっちゅう信濃美術館をお借りしています。僕は書家なの

で、書道の作品の展覧会に信濃美術館を何よりも発表の場所として今まで利用させてい

ただいておりますし、新しい美術館ができることを何よりも、誰よりも望んでいる者の

一人なんです。そこでちょっと、さっき若干説明ありましたけれども、ちょっとお聞き

したいことがあるんですけれども。 

今、これメーターで、平面でいうと2.5倍と大変大きくなるんだなということに大変期

待を持っているんですけれど、大きな展会をしたい、今でいう第一展示室と第二展示室、

二つありますけれども、これを、この規模よりも広くなる、もっとそこのところをもう

少し知りたいなと思っております。 

こういう市民に常時発表できる専門、ギャラリーが500平方メートルって書いてあり

ますけれども、これどのくらいの広さなのだろうかということが一つ気になりますし、

外から大きな展覧会をやりたい。今、私のざっと頭の中で申し上げると、今の美術館の

第一展示室と第二展示室、あれよりももっと広いスペースの会場が借りられたらという

ふうに思っているんです。その辺のことをもう少し、展覧会、貸館で借りるのがギャラ

リーとどういう関係があるのかどうかという、そのことを一つお聞きしたいと思います。 

それから、部屋は広いんですけれども、つまり、パネルの問題が一つあります。今で

も第一展示室のところに、あそこにパネルを、美術館にあるパネルを借りて立てていま

すけれども、あれがおそろしく重い。あれを立てるために業者さんに相当な費用を払わ

なければならない。あるいは、第二展示室を借りても、あそこに壁面をつくるときに、

町の業者に相当な費用をかけて壁をつくってもらわなければならないということで、建

物そのものの使用料は、県のことですから、割合に廉価で借りられるんですけれども、
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パネルをつくるのに貸館、美術館以上にお金がかかっているということで、実は何十年

も過ごしてまいりました。 

そういうことから、内装まで今ここで質問で触れていいのかどうかちょっと心配です

が、その辺のことをどういうふうにお考えになっているのか、ということをお尋ねした

いと思います。 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

それでは、私のほうから。今、ご質問のところで出たんですけれども、16ページのと

ころに、展示、収蔵の主な施設の面積が出ておりまして、今のところでは、教育普及の

ところで、これ３番目ですが表の、県民ギャラリー【貸しスペース】500、それから講

堂300、ワークショップが200と出ています。このあたりのことも含めたご質問だと思い

ますが。今、展示室の面積と、それから今のお話のように、壁面の長さの問題があるん

ですね。多分、あとでまたいろいろなご意見が出ると予想しているんですけれども。 

県展の場合はやはり相当なメーター数はほしいというようなお話は今まで伺っている

んですね。ですから、今、考えておりますのは、この段階で貸しギャラリーに何平方メ

ートル、あるいは何壁面を提供しますということはちょっと書けないので、今の段階で、

この貸しスペースが500平方メートルと書いていますが、今考えているのは、ワークシ

ョップを含めてあるときに連続できるような、つまりこの面積で、500、300、200とい

うのが一緒に使えるような機能もどうだろうということも考えておりますので、貸すス

ペースが500平方メートルだけに限るという意味ではないんですね。今のお話だと、500

平方メートルでは狭すぎて、とても受け入れられないとか、使えないというご意見にな

るんじゃないかと思うので、その辺は有機的に機能的につながるようなことを今、考え

ております。 

ただ、これは今度運営の問題になりますけれども、書道展とか華道展とか、あるいは

県展のことをたっぷりとって、やっていないときはどうするんだということの運営の問

題が出てくるわけですね。ですから、そのところは県立の美術館の非常に難しいところ

で、美術館独自で考えてみても、世界的な展覧会をやりたいとき、たまたまもう占有物

があって展覧会を約束しているので、その展覧会はできませんということでも困るわけ

です。それで、これから海外の美術館と新しいスタッフはいろいろ交渉すると思います

けれども、やっぱり相手の、例えばどこの美術館でもいいですが、スペインのどこどこ

美術館だとか、あるいはオランダのどこどこ美術館がこのときだったら信濃美術館に持

っていってもいいですよという時期があるわけです。そのときに例えば県展があるため

にできませんとは言えないので、そこはきちんと機能分化した上で向けられるようなこ

とをしないとだめだろうということは、今一番大事な問題として考えています。せっか

く新しい美術館ができて、パネルのこともうまくいかなくて何のための美術館だという

ことになるといけないので、そこは考えます。 



 - 23 - 

今のパネルの話は非常に重要で、今、日進月歩でいろいろないいパネルが出ているん

ですね。ですから、業者さんに日当幾ら払ってやることもわかります。今までのご経験

大変だったと思いますけれども、簡単に手で押せて移動できるということは、多目的と

いうことは無目的で、あまり展示の環境として感動を呼ばないことがありますので、あ

る程度制限をしながらそれぞれの書道展とか華道展とか、華道展の場合は床、机といい

ますか、平面の部分がほしいので、壁面中心の人と、それから立体物の場合はどうする

かとか、いろいろなことをこれから、その展示補助台、あるいは照明の問題も考えなく

てはいけないので、そこは、元へ戻りますけれども、このギャラリースペースを有効に

使えるような、ほかの部屋との連動がうまくいけるようなことを機能で持っていて、有

機的に飾ったり、他の目的で使うというようなことができるようにしようというふうに

考えております。 

特に県展も初めとして華道展、あるいは書道展を、一度展覧会をすると来年も同じ時

期に同じ場所でというふうに定着といいますか、それがないと、またいつこのスペース

が借りられるかわかりませんでは、公募展なり、そういった性質上、ある程度固定的な

ものも必要なわけです。固定的なことをあまり広げられると、では美術館の本来の仕事

がその固定的なもののために犠牲になってうまくいかないということでも困ります。そ

の辺をうまく、それは予算があって展示室がたくさんできればいいんですけれども、そ

うもいかないので、ここから予算の問題を含めて、あるいは仕様のことを含めて、これ

から設定段階で、何とかこのところは知恵を出していこうというふうに考えています。

今のところ、そのぐらいでしか答えられません。 

 

【男性Ｅ】 

結構です。いわゆる企画展、世界的に有名な企画展と、県内の作家の展覧会、県展、

これ書道でなくて絵画展もそうですけれども、そういう大きな展覧会がたくさんありま

すので、それとの借りられる時期の問題もありますけれども、そこのところの調整はど

うぞお考えいただきたいと、そんなふうに思っております。ありがとうございました。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。質問というよりは、ご意見に入っていると思いますので、一

応、質問という時間を考えておりましたが、先ほど基本方針のコンセプトについてご説

明がありましたが、美術館としての役割、機能に対するご意見をまずいただいていきた

いと思っております。もちろん質問がもしあれば質問も入れていただいて結構です。お

願いいたします。はい、それでは、そちらの方、お願いいたします。 

 

【男性Ｆ】 

ありがとうございます。大町市の者です。いささか離れておりまして、今まで皆さん
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の意見を聞いていると、長野市のことというように聞こえて仕方がないんです。 

県政タウン、県政ですね。忙しい知事さんを座らせて、長野市の話をしても寂しいも

のですから。時間がくれば、ちゃっちゃと帰ろうかなと思っていたんですが、聞いてい

ると本当にもったいない、あの城山公園の話と、それより最初に竹内先生の言われた、

各地域の競走というんですか、そこにもって行くんだったらうちへも持ってこいと言わ

れないように、県の美術館をつくるという、本当の意味の正しい姿勢をきちんと出すと。 

長野市民の度量の広さを示していただいて、城山公園の形を変えてでも立派な美術館

をつくっていただければという、その辺、いかがでしょうか。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。 

 

【長野県知事 阿部守一】 

私が答えましょう。ちょっと私のあまり出番がないので質問いただいたんだと思いま

すけれども。 

まさにこれ竹内委員長も先ほどおっしゃっていただいたように、信濃美術館が信濃美

術館のことだけしか考えていない状況はいけないというふうに思っています。また、こ

れ県立美術館でありますから、やっぱり長野市の皆さんには、その地元の皆さんとして

しっかり受け入れてとけこむものにしていきたいというふうに思いますし、それと同時

に、やっぱり広い長野県内の皆さん、多くの皆さんにとって親しみを持ってもらえるよ

うなものにしていかなければいけないというふうに思います。 

ここの基本方針の中にも巡回展の実施であったり、あるいは子どもたちの教育での活

用であったり、そうしたことが書かれていますけれども、先ほど申し上げたように、皆

さんからいろいろご意見をいただく中で、そうしたものも踏まえて基本構想、県として

つくっていくことになりますので、そうした過程においてはやはり、これは県が県立美

術館として設置していくんだということをしっかり私も認識しながらこの基本構想を書

いていきますし、そういうふうに多くの県民の皆さんに受けとめていただけるようなも

のにしていきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

【男性Ｆ】 

ありがとうございました。余分なことを言ったようですが、自分でまだ認識していな

い世界にすばらしいものが横たわっているということを自覚して、美術館をつくってい

ただければありがたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございました。ほかに。 
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【男性Ｇ】 

最初に、今の県民のということですが、私、自分が今、飯田から単身赴任でここへ来

ているものですから、率直にまず素朴な疑問は、その国際的なものを呼べるような美術

館をここにつくる意味ですね。飯田の場合には間もなくリニアという可能性があるもの

ですから、そういう意味でいうと、より大きな国際的なものが開ける美術館を求めると

すれば、何もここでなくてもということが率直にあります。 

ですから、その国際的な美術館のものを開ける美術館ということだけをコンセプトの

置かれるとすれば、県民が愛着を持てるというものにはならないのかなということを感

じるんですね。 

やっぱり県民が自分たちの身銭を切ってでもこの美術館を支えていきたいとかという、

そういう思いを持てるのは、私としては、どちらかというと、美術館の見えない部分の

バックヤードのところにどれだけ県民に価値のある財産を置けるかとか、あるいはそれ

を修復しながら後に残していけるかという、いわゆるバックヤードの問題だと思うんで

すね。歴史館にもそういうものがありますが、県民の文化財を保存する、収集する、継

いでいくという、その部分のコンセプトが今回の提案の中には見えてこないような気が

するんですね。 

私は文化財行政というか文化財保護の砦というのが、美術館や博物館にあると思うん

ですが、その意味での意気込みというんですか、そういうことをコンセプトの中に盛り

込んでいただくと、私はやっぱり県民というのは、国際的なおもしろい展示を見たから

お金を出すかではなくて、こういったバックヤードの厚みというんですか、県の文化財

をここまで守ってくれているんだということについて最終的にお金を投資するんじゃな

いかということを感じるんですね。 

その意味でちょっと提案なんですけれども、バックヤードというのは物理的に実際に

物を収めている場所という意味もありますし、職員の方がそういったいわゆる、外の展

示ではなくて、文化財の保護のためにコツコツと館の中で動いている部分もあると思う

んですが、そういうところをぜひ可視化というんですか、見てもらえるような工夫はで

きないかと思うんですね。もちろんバックヤードにトコトコ人が入っていくというのは

文化財保護の問題はあるんでしょうが、やはりぎりぎりのところまでは、子どもたちも

一般の県民もここまでやっているんだと、ここまで文化財を保護するために、あるいは

価値のあるものを見つけて収集していくんだということを本気で美術館がやっているん

だということを見れるという、そういう配慮というんですか、あるいはそのためのうま

い動線をつくったりとかということがやれるといいのかなということを思います。同時

に何を集めるのかと。新しい美術館のバックヤードは県民にとって何が集まっていて、

それはどれだけ価値があるかということをぜひアピールしていただけるとうれしいかな

と思うんですね。それが、やっぱり飯田にいようがどこにいようが、ここは私たちの美

術館だという気持ちになれる唯一かと思うんですね。 
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ひとつそういうことで、バックヤードのあり方についてのぜひ見解をお話しいただき

たい、あるいは、これから煮詰めていただきたい。 

もう一つは、地域を取り上げるということは、文学も歴史も美術品もみんなどうして

も含まざるを得ないので、ぜひ、旧来の美術館のイメージではなくて、この新しい美術

館は、それこそ文学も歴史もみんな含んだものが展示できるような工夫と、それから、

学芸員の方にはぜひ、そういう意味で幅広い見識、同時に、もう少し具体的に言ってし

まいますと、３館、県立という名前のものがありますが、ぜひ交流をしっかりとってい

ただけるようなそんな配慮をいただきたいと。今回の、今の提案の中にも美術館として

の、美術館同士の交流のことは出ていましたが、歴史館とか図書館とか、県立のそうい

った３館がより交流をし合いながら、お互いにそれぞれいいものを展示しあったり、力

をあわせていけるようなこともぜひ、これからのコンセプトを煮詰めていく中で考えて

いただけるとありがたいなというふうに思います。 

２点、バックヤードの件と、そういった美術というジャンルを超えて関わっていくた

めのまた取り組みをぜひということで、お願いいたします。以上です。 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

それは内容にかかることですので、私のほうから。 

今のご意見は大きく３つほどあったんですが、最初のバックヤードの可視化というこ

とは、今、簡単にいうと裏側をどう見せるかということですね。もっといえば、蔵を、

所蔵庫を可視化できるかどうかということになりまして、今、歴史系の博物館、美術系

も含めて、今、蔵を全部見せているのは九州の国立博物館、九博、国立九州の博物館は

蔵まで見られると。それから美術品の修理をしている作業現場もアトリエも外から見学

で見られるということになっておりまして。当然、この裏側を見せる可視化ということ

は、当然今の、現代の美術館における大きな機能として求められておりますので、それ

から構造的にもアクリルのガラスが進歩したとか、それから空調も、見せても変わらな

いようになるとかということで、昔のガラス張りとは違いますので、そこはハードの面

で対応できると思います。当然、現代美術などは、製作現場から蔵の中に収まっている

様子まで、今、見せたいというようなことが出てくるんじゃないかと、当然、可視化は

今、課題にしております。 

それから、次が地域文化と、それから国際展との関係というようなことをおっしゃっ

ていただいたんですけれども。私ども考えているのは、インターナショナルなものとい

うのは無国籍ではなくて、本当にローカルなものに根ざしているから、それがよくてイ

ンターナショナルになるんですね。つまり決してローカルなというんですか、地域に根

ざしたものとインターナショナルは矛盾しないんですね。本当に世界的に訴えるとした

らできるだけ地元のもの、ローカルな要素をいかにとれるか、わかりやすくするかとい

うことだと思いますので、ここは今の学芸員たちはそんなところは一番踏まえていると
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思いますので、何とかやっていけるだろう、あまり心配要らないだろうと思います。 

それで最後のご質問で、そういう歴史文化と、あるいは文学ですね、それと美術の交

流はどうかということですが、実は今の新しい展覧会というのはその境目をなくして、

ここは歴史だから、ここは文学だから展示に向かない、美術展に向かいないということ

ではなくて、それ乗り越えたものが非常に、クロスオーバーといいますか、そういう企

画が非常に多いんです。またいい企画も多いんですね。 

ですから、例えば平家物語という物語があったら、それを絵画化する。そして文学を

味わいながら、またその歴史であるとか、あるいは源氏物語なんていうのは完全に文学

と美術が一体化しておりますよね。そういうことになりますので、これはやっぱり、今

度これから入ってくださる、あるいは今いる学芸員たちに期待して、文学と美術、ある

いは今度は宗教の問題も当然出てきますから、それは各分野、各ジャンルにとらわれな

くて全体を見るようなことは、これは現代の美術展の流行ですので、多分、ご期待に沿

えるだろうと思います。 

ただ、あくまでも文化財と、そういう古文化財、歴史的な古文化財と現代美術はそう

はなかなか同居できないところがありますので、そこはやっぱりできない文化財展示も

あると思います。そこのところは、これから工夫していこうじゃないかと思っておりま

す。 

 

【長野県知事 阿部守一】 

歴史館と美術館と図書館との話。まあ、先ほど文化芸術に力を入れていかなければと

いう冒頭の話の中で、文化振興事業団の話ばかりしてしまったんですけれども。まさに

歴史館に笹本館長をお迎えし、そして今、県立長野図書館は平賀館長、ちょっと語弊が

あるかもしれないですけれども、県の職員だった県のＯＢが粛々と仕事をするのではな

くて、やっぱり笹本さんにも平賀さんにも非常に独自の取り組みをしていただけている

というふうに思っています。 

県民の皆さんにはあの人事が一つの私のメッセージだというふうにぜひ受けとってい

ただきたいなというふうに思いますし、この信濃美術館も、先ほど委員長からもお話し

いただいたように、運営の仕方も今までとは変えていかなければいけないと思っていま

すし、まさに県の施設としての美術館、歴史館、図書館、少しずつ違ったところを担っ

てはもらっていますけれども、しかしながら、一体として長野県の文化芸術、こうした

ものを担っていただく施設だというふうに思っていますので、そういう意味でしっかり

連携をとるように、私も意識して進めていきたいというふうに思っています。よろしく

お願いいたします。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ほかに、それではお願いいたします。 
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【男性Ｈ】 

上田から来ました。障がいのある人たちの表現活動を応援するという趣旨で活動して

おります。 

一つ、これはハードというか、もしかしたらそもそも論になってしまうのかもしれま

せんが、この最初の表紙、１番のところに主な課題というところで、善光寺の来訪者が

年間600万人に対して美術館入館者が５年で17万人という、こういう数字が書かれてい

ますが、ここのなぜこんなに少ないのかという分析はされているのでしょうかというこ

とです。 

僕は障がいのある人やその家族、あるいは、僕は田舎に住んでいますから、隣のおじ

さん、おばさんとか、いろいろな話をする中で、美術ってなんだい、アートってなんだ

いという、ではその人たちが美術館にすごい作品展が来たとしても足を運ぶだろうかと、

いつも思うわけです。つまり、美術は文化芸術とかという世界がまだまだ、日本全体と

してもそうだと思うんですが、まだまだ一般化していないというか、もっと身近な人た

ちが美術品を本当に鑑賞したり、それからもう一つ大事なのは、僕は表現をする、そう

いう場があまりにもない。美術教育で学校で美術を習ったんだけれども、では卒業して

からどれほどの、大人になってどれほどの人たちが表現をすることを、それは趣味でも

結構ですけれども、楽しんでいるんだろうか。そういう、もっと下支えみたいな、地べ

たを本当に耕していくような活動をしないと、実は、日本だけじゃなくて、特に長野県

というわけではないんですが、もっと美術館に足を運ぶ人が増えてくるのではないだろ

うかというふうにすごく思います。 

ですから、今度のコンセプトの中に、僕は美術教育的な部分があるアトリエを用意す

るとか、ワークショップ室があると書いてありましたが、では、あれは長野市民の人た

ちくらいしか使えないだろうと思うんですね、足を運ぶわけですから。遠く飯田やあっ

ちのほうではなかなかできない。むしろ、僕は機能として持っていただきたいのはデリ

バリーをしていただきたい。つまり出前です。もっとそういう、この作品ってこんなふ

うに鑑賞したらおもしろいよねとか、あるいはこういう絵を描いて、全然、絵なんて苦

手だと思う人たちが、実はこういう工夫をしたらすごいおもしろい絵が描けたよね、み

たいなワークショップをもっともっと、そんな高度な技術という問題ではなくて、色を

塗るだけでも楽しいんだということを広めていく活動が僕はとっても大事だと思ってい

ますので、そういうことをもう少し、機能としては持っていただければありがたいなと

思いました。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。私の聞き間違いかもしれませんが、５年間で17万人ではなく

て、年間平均して17万人ということだと思います。 

今の出前のワークショップとか、その辺はまたまとめてご意見をいただくようにいた
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します。そのほかにいかがでしょうか。ではそちらでお願いいたします。 

 

【男性Ｉ】 

一市民の長野市に住んでいる者です。 

先ほどの関連の質問でありますが、竹内委員長さんたちの検討の中で何か100万人を

呼びたいというようなお話があったようですが、その裏づけと根拠と、それからそれは

まだこれから検討するとしても、どの辺の目標、誘客目標ですね、それはどんなふうに

やるのかとか、そういうことを教えていただきたい。 

それからついでに、事業規模とかいろいろ、らしきものが出てきております。本当に

間に合わせなければいけない時期というのはいつまでを考えておられるのか、この２点

をちょっと教えてください。 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

それでは、前半の目標入館者数が100万人というふうに聞いているけれども、一体、

それどうなんだということだと思いますが。 

これとても重要な問題で、具体的にぺーパーにしてその根拠を示すというようなこと

はしていないんですけれども、そのくらいの勢いの美術館にしないと、これからやって

いけないだろうということですね。新しいうちは少しはめずらしがって来てくださるか

もしれませんが、やっぱり本当に地についていないと、人はいらっしゃってくれないん

じゃないかと思います。 

今、全国の美術館の大きな流れで見ると、100万人を私は決して夢物語でなくて、や

りようによっては可能だと思うんですね。それには今のような学芸員の、例えば正規学

芸員は７名とかそういうことでは絶対できないので、今、100万人説は多分、知事のほ

うもお考えではないかと思いますので、変な言い方ですけれども、それを金科玉条、目

標にして、大いにスタッフと施設の充実に向けて受け入れ体制を整えると。先ほどのデ

リバリーサービスのこともありますが、やっぱりこれ人なんですね、人と予算があるか

どうかということを考えておりますので。私は、その100万人の目標で、大いにそれは

やろうということで掲げたいというふうに私は思ってはおります。 

それから、ご質問であれでしたけれども、デリバリーサービスと言えば出前講座、出

前美術展ですね。これは、今のことですからスタッフが充実していけば十分できるし、

それから出前講座といっても、単に美術展をやるんじゃなくて、あちこちでワークショ

ップをするということで、それはぜひ今度の新しい美術館の課題となっております。そ

れを一言で教育プログラムというふうに呼んで、ここに書いてありますけれども、小学

校の３年生にはこういうことをすればこういう成果があるという実績が重要ですので、

ただ行ってお絵かき教室をやればいいというもんじゃなくて、県立ならではの今までで

きなかった形のそのノウハウを高めて、そして経験を積んでいって、教育プログラムを
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専門につくり、それを実施する人々のスタッフを考えておりますので、それで先ほどの

ご質問にちょっとお答えになるんじゃないかと思いますが。100万人は大事なことです

ので、あるいは青木部長とかどうですか、知事とか。 

 

【男性Ｉ】 

ついでに、いつまでに間に合わせなければいけないかという。 

 

【県民文化部長 青木 弘】 

それでは開設時期ということでのお尋ねですけれども、これは先ほども、申しわけな

いんですけれども、お答えをさせていただいたようには思います。現時点でいつという

ことをまだ明示する段階ではないのでございますけれども、これから基本構想を策定に

向けて私ども頑張りたいと思っておりますので・・・・ 

 

【男性Ｉ】 

基本構想はいつごろまでにつくられる予定ですか、それから計画マップはできている

でしょうか。 

 

【県民文化部長 青木 弘】 

できるだけ早期にという感覚でお話を今させていただいているところでございます。 

こうしたご意見を聞かせていただいてございます。それで私どもの基本となる基本方

針もいただいているところでございます。そういった中で、それも踏まえながら、両方

踏まえながら検討作業をできるだけ早く進めさせていただきたいというふうに思ってお

ります。 

 

【長野県知事 阿部守一】 

そういう意味で、方針が出て、今、構想をつくるという段階なので、逆に、いやいつ

までに間に合わせなければいけないんじゃないかというご意見があればもっとどんどん

出していただいたほうが、我々検討するのには参考になります。 

100万人の話は、これは竹内委員長を初め委員会の皆様方から私に、それぐらいの意

気込みでやれというふうにつきつけられているものだろうなというふうに受けとめてい

ますけれども。これちょっと、私としては、それぐらいの意気込みで取り組めというふ

うに受けとめていますので。 

これ銀座ＮＡＧＡＮＯをつくるときも、目標者数をどうしようかとか、売上目標はど

うしようかというのが実はあったんですけれども。例えば銀座ＮＡＧＡＮＯの場合は、

例えばほかの県のアンテナショップみたいに、売れ筋商品をいっぱい置いて、とにかく

物が売れればいいやという話にはしなかったんですよね。売れそうな物ばかり売れば売
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れる、売れるし、人も来るけれども、そうじゃなくて、やっぱり物とか人とかというこ

とがちゃんと発信できて、多くの皆さんをつながる場にしようということで目標設定し

ました。 

まあ、今回の美術館もこの100万人目標ということは、私に対してそれぐらいちゃん

とやれということで受けとめて、我々実際にこれから進めていく段階では、いろいろな

ことを含めて考えていかなければいけないと思います。ただ、私はやっぱり、ある程度

積極的なポジティブな目標設定していかなければいけないなというふうに思います。 

ただ、先ほどのアウトリーチみたいな話もあるので、あと、まだ今の時点で、先ほど

からいろいろご提案いただいているような部屋割りをどうするかとか、どういう形で運

用するかというのは、まだもう少し詰めなければいけないところがありますので、そう

いうものをしっかりとまず形にしていくということが、今、我々が取り組んでいる状況

ですので、そういう意味でちょっとご理解いただければというふうに思います。 

 

【男性Ｉ】 

もう１点だけちょっとよろしいですか、質問で。すばらしいものをつくるとすると、

お金がかかります。民間資金の導入みたいなものは、竹内委員長のほう、議論の中には

ありますんでしょうか。 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

今、具体的にこういうやり方をしようということは、今、出ておりませんが、あちこ

ちでそういう声が非常に聞かれるんですね。それで昔の例えば美術館をつくるときに、

例えばこちらでは安曇野の碌山美術館のときにはみんな小学生まで、私もそのころ小学

生で15円ぐらい出した覚えがあります。募金で始めたんですね。 

それからこの信濃美術館ができるときにもＳＢＣが大キャンペーンをやっておりまし

て、みんなもう少し、年はとっていましたけれども、みんな協力しましたので、長野県

の美術館というのはそういうところだなと、今から思うと非常に感心しておりますが。 

ただ、最近の集め方は、インターネットを使ってクラウドファンディングというよう

な新しいやり方がありまして、非常に展覧会とか、そういう美術展、美術関係がそれで

成功している例が幾つか出てきたわけです。ですから今度は、まだそこまで今、財政当

局とこうしようとかという話にはなっていませんが、当然、民間からの資金の提供、そ

れから、私どもとすれば、これはそもそもこのＳＢＣとか信濃毎日新聞、信毎さんが始

めた美術館がそもそもスタートでありましたので、まだそこまで私どもはまだお願いは

していないんですけれども、また原点に戻って、やはり県内のマスコミとして大いに応

援してくれませんかと、キャンペーンを張ってくれませんかということは、この次の段

階で行こうかということで考えておりますから、当然、頭に入れています。 
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【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。 

 

【男性Ｂ】 

確認したいと思うんですけれども。ここに県の観光課がいないのが私はもったいない

と思っております。大抵、美術館というのは地域にプライドであって、少しうぬぼれが

あっていいはずだと思っているんですね。そういうものを一番発信するのは観光じゃな

いかと。観光行政の発信力をこれに重ねていただけば、相当発信力が変わるんじゃない

か。そうすると、知事さんの言っていた100万人構想も達成できるんじゃないかという

ふうに思います。 

いろいろなイベントのところは、文化行政というよりも、どっちかというと、観光行

政に近いんじゃないかという気がします。そういう点では、こういうところに観光企画

というような方が横に座っていても私はおかしくないと思うんですが、どうでしょうか。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。 

 

【長野県知事 阿部守一】 

ええ、全く私もそのとおりだと思います。観光の観点でこの美術館、この信濃美術館

の話だけではなくて、実は県内に美術館・博物館たくさん存在して、そしてそれぞれの

美術館・博物館がいろいろな取り組みをされています。 

今まで、さっきちょっと文化芸術が弱かったというお話をしたのと同じ観点で、その

観光と文化、結びつける視点が、率直に言って弱かったというふうに思っています。そ

ういう意味で、今、観光部では観光戦略をどうしようかということを考えていますけれ

ども、もちろん長野県の売りは、一つは雄大な自然だと思っています。ただ、これは北

海道とか沖縄と、これ観光戦略なので他県、他地域との差別化を考えなければいけない

ので、長野県はやっぱり日本固有の文化というか、やっぱり日本の原風景があると。そ

ういう意味では文化という視点であったり、それから美術館・博物館であったり、ある

いは地域に伝承されている民族芸能やお祭りであったり、あるいはサイトウキネンを初

めとするいろいろな音楽祭だったり、こうしたものをもっと観光の視点で組み込んでい

きたいというふうに思っています。 

ですから、この信濃美術館の話についても、県民文化部が担当していますけれども、

これ誘客という観点では、観光部にもしっかりコミットさせて取り組んでいくようにし

たいと思います。 
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【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。本当におっしゃるとおり、観光とアートというのは、昨今の

アートフェスなどの状況を見ていましても、分かちがたいものであるというふうに思い

ますので、これからの課題だと思います。ありがとうございました。 

それでは、どうぞ。 

 

【男性Ｊ】 

長野市の者です。一つ、素朴な疑問なんですけれども、100万人の美術館にするのに

１万平方メートル、3,000坪の施設で足り得るだろうか、それが１点です。 

それからもう一つ、世界水準の作品展示、これをこなしていくのにこの規模でいいだ

ろうか。そして、それをおもてなしするランドスケープとして、この程度の面積の範囲

でいいんだろうか。 

もっともっと、この城山公園というのは起伏があったったり、さまざまなすばらしい

ものがいっぱいあるような気がするんですけれども、そこまで含めてのお考えというも

のに持っていけないだろうかということをちょっとお尋ねいたします。 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

それでは、みんなで答えますけれども、最初だけ、一つだけ。 

今、この面積を考えているのは展示室の面積なんですね。これからできるであろう美

術館は、展示室も建物もちゃんとしているけれども、周りもあわせて、建物と風景と一

緒ですので、それで考えておりますので。足りる、足りないは、私はこの規模の展示室

は非常に平均的な県立美術館の、日本の、ほかの美術館と比べてもそんな決して小さく

はないので、また大きければ大変な、運営のことも考えなくてはいけませんけれども。

身の丈に合った、いいこの風景の中にとけ込む美術館としてできるんじゃないかと思っ

ております。 

当然、今度はスタッフの問題も出てきますが、それを運営する。それは当然、これか

ら考えていくと思います。 

 

【県民文化部長 青木 弘】 

今、100万人云々という話というのを絡めたお話でございました。 

実は今年、ご案内とおり、信濃美術館はあの規模で頑張っていただきまして、「ジブリ

の立体建造物展」を開催させていただきました。わずかな期間でございましたが、２か

月余の間で13万1,000人を記録させていただいているところでございます。 

現在のあれだけの施設でいかに職員が頑張っていただいたかという、一つのあかしで

もありますので、やっぱりこれからは、やっぱり職員の皆様方、スタッフの充実という

こともやっぱり非常に大事でございまして、単なる建物だけではなくて、どういった取
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り組みができるかということは非常に大事だというふうに私どもも思っています。一つ

の実践例もできましたし。それから、東山魁夷館が開館したときに、確か40万人を超え

てお客様にお見えいただきました。あの規模ででございます。ですから、私ども、これ

はやってできない、100万人云々はともかくとして、そういったお客様に来ていただく

ことはできるだろうと思います。 

ただ、先ほど知事も申し上げましたように、美術館はいろいろな機能を果たさなけれ

ばいけないわけです。教育的な機能も、ただ、ずっとお客様に来ていただくことだけを

狙っていてもいけない施設ではないかなと思っていますので、その辺を、全体をやっぱ

り総合的に考えながらいい美術館にしていくという、そういう工夫が私どもに求められ

ているんじゃないかなというふうに思っているところでございます。 

 

【男性Ｊ】 

いいですか、ちょっと。では最後に、今、とってもすばらしいご意見だと思ってお伺

いいたしました。 

冒頭、ここに書いてあります４つのコンセプト、これは本当にすばらしいと思うので、

できるだけこれを極めつけのコンセプトに仕上げていただけるような美術館に仕上げて

いただきたいと、そんなふうに思います。よろしくお願いします。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。皆さんへのお知らせでは６時から８時という時間を設定して

いたかと思いますが、今、意見は出し尽くしてほしいということなので、もう少し延長

になるかと思いますが、ご意見をいただきたいと思います。どうぞ、ではそちらで。 

 

【男性Ｋ】 

時間が来てしまいそうだったので慌てて手を挙げたんですが。 

幾つかお願いしたり、申し上げたいことがあるんですが、端的に申し上げますと、ば

かみたいに大きなテーマかもしれませんが、21世紀に輝く美術館、それから21世紀の歴

史に残る美術館とは一体どういうもの、どういう美術館だろうかということを徹底的に

考えていただいて、そういう美術館がどういうものであるかということをはっきりさせ

て建設を進めていっていただきたいということですね。 

それから、長野県は、今、次世代育成事業というものに非常に力を入れていただいて

いるわけですが、その次世代育成事業を信州美術会としても非常に重要に受けとめまし

て、長野県展のときに、それから各７支部において次世代育成事業に本格的に取り組ん

でおります。取り組み始めております。 

新しくできる県立美術館は、その次世代育成事業を全県下に展開していく拠点として

のそういう美術館にしていただきたい。それで、簡単に言えば、子どもたちのアトリエ
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で、幼児、子どもたち、青少年のための美術館、そういうアトリエをつくっていただい

て、そこでの活動が、県下の全ての美術館をネットワーク化して、全県下でそれが進め

られていくことを希望しております。 

美術館連絡協議会というのが日本にございますね、竹内先生。それと同じような感じ

で、長野県の美術館連絡協議会、そういうものを立ち上げて、県立美術館が主導してい

っていただけたらと思います。 

それから最後にですが、長野県は教育県長野ということをかつて言われていたんです

が、僕は教育県長野の復活、そして再生、そして新たなる創造ということを考えて、そ

れが長野県は文化芸術面から始まっていく、そういうことを考えています。それが美術

館の建設とかかわっていけるんじゃないかなと、そういうふうに思います。 

いろいろありますが、あまり長くなるといけませんので、以上です。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ご意見をお聞きしておきたいと思います。では先にちょっと手を挙げられていますの

で、役割、機能という部分でお願いいたします。 

 

【男性Ｌ】 

長野で美術関係の仕事をしております。 

行政のやることというのは、私、いつも失望しているんです、残念ながら。例えば長

野のつい最近できた芸術館も、本当に何だろうと思うような芸術館ができてしまったわ

けです。それで、最後のとりでとして、長野の本当にお宝的な位置関係にある城山公園、

あそこはやっぱりじっくりとご検討していただきたいと思いまして、それで最後、いつ

でしたか、１カ月ぐらい前ですか、整備検討委員会の最終の傍聴をしたんです。そして

翌日の新聞に「善光寺は東庭園を回廊として結びつけるのは断念」と、こう書いてある

わけですね。何回、善光寺とお話し合いをしていただいたのか、そしてその結果になっ

たのか。あそこの東庭園がなければ、本当に、今いっぱいいっぱいの建物になってしま

って、庭園とかランドスケープとか、全くこれ無意味なことなんですよ。周りにそれは

山はたくさんあります。ですけれども、やっぱり美術館の周辺のその庭園というのはと

っても大事なことなんですよね。そこでいろいろ集う、それから美術館に関連したよう

なイベントを行う。そういう庭園らしいものが何もあそこでは生まれてこないんですよ。 

それで、善光寺さんは東庭園の石垣か何かを継続させていくような形にはできないと

いう結論が出たということが、それは何回善光寺さんとお話してそういう断定になった

のか、私は非常に残念だし、残念に終わらせなくて、これから善光寺さんとそういう話

をどんどんして、善光寺さん、それから城山の美術館、それから城山の全体の、さっき

の地区の方とお話し合って、それでランドスケープ・ミュージアムにふさわしい、それ

こそ目指している世界的なミュージアムにしていきたい、いかなければうそだと思うん
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です。 

それで、これって何年以内にやるとかそういうことじゃなくて、もっとうんと長い目

で見て、本当にできてしまうと建物もおしまいです。もう、あんな今、竹内先生がおっ

しゃっているような角地の四角いあんなものをつくってしまうと、本当に何の風景も遮

断してしまうわけです。だから、そういうものができる前にもっとできることは、本当

に検討してから適切な位置に適切な大きさで美術館をつくってほしい、それでないと意

味がないと思うんです。 

それから、やっぱり50年で美術館がだめになってしまう、それは考えられないです。

もっと200年、300年持つような、そういう考えでつくってほしい。建物というのはそう

いうものだと思うんですよ。ぜひよろしくお願いします。 

 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございました。新聞記事に関してのことで、善光寺側として少しニュアン

スの違いとかもあるとも伺っておりますが、ご説明があればお願いいたします。 

 

【善光寺営繕副部長 清水雄介氏】 

失礼します。善光寺の営繕部、主に境内の整備を担当している部署の清水と申します。 

私どもも新聞記事を読んだときに少しちょっと違和感を感じまして、当然ながら、相

談は何度もお受けして、あの生垣というか土塁の歴史なんかも私たちも知らないものを

調べたりいたしました。わかったことは、現在の本堂が1707年に再建されたときの土が

出るわけですね。それがあそこに積まれたという歴史をちょっと聞いたことと、あそこ

に御幸坂という坂がちょうど寛慶寺から上に上がってきていますけれども、昔はあそこ

のところは御幸橋という橋があって、氾濫するような川があってあの土塁ができたんじ

ゃないかと。 

我々も、ですからそういう認識ぐらいだったんですけれども、当然ながら、もともと

境内だったところが東庭園という形で公園という形になった歴史がありますので、公園

になる前に設置された江戸時代の石碑や何かがあるということで、この土塁に関しての

相談の中で、どこまで皆さんの要望にこたえられるかというところで、善光寺内部の理

解を求めて現在に来ていますので。 

あの記事を読んだ方は全くあれを、言い方は悪いですけれども、削ってくれないのか

というふうにとられたと思うんですけれども、あれはあの中の認識としては、もう少し、

境内にいると信濃美術館はどこですかと聞かれるのは、やはり見えないからなんですね。

つまり見えるという点に関してどこまで協力できるかというところは最大限の今、回答

をしている状況ですので、あの新聞を読んでおそらく受けた印象というのは、全くあそ

こから遮断された状態のままつくられていくのかというところにおいては、そうではな
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いということをここでは言うことができます。 

ただ当然、あそこに咲く花から全て先人の奉納でありますから、そこには供養を目的

として植えられた木もありますし、お花もあるわけです。それをむげにワーッと移動し

たり削ることができない関係もありまして、入り口を広げる、出入り口を広げる、そう

いうことにおいては前向きに回答しておりますので、これからまたそこは具体的にして

いけるのではないかと思いますので、ここまでの回答になりますけれどもよろしいでし

ょうか。 

 

【男性Ｌ】 

ありがとうございました。やっぱり善光寺さんあってのあの辺のパークなんですよね。 

ですから、それは相互に善光寺さんも協力していただくところは協力して、それです

ばらしい環境をあそこにぜひ実現させてほしいと思っています。ありがとうございまし

た。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。まだまだ調整可能だということだと思います。それでは。 

 

【男性Ｍ】 

駒ヶ根市から来ました。先ほどもお話がありましたが、次世代育成のことにかかわっ

た展覧会をぜひやってほしい。 

以前より県展において高校生の作品を出展していただくことをお願いしてきました。

それで、中には受賞されたりという生徒も毎年出ています。今年も20人ほど出展してく

ださいました。学校によっては10人出して10人入選という、そういう高校もありました。 

それで、ですが、優秀な子は美大に行ったりしまして、それで残念なことに、中央の

ほうが刺激がありますので、なかなか地元に帰ってきて活動をしてくれることが少なく

なってしまう。それで、今度の新しい美術館の企画として、10代、20代の若者を対象に

した全国公募展をぜひできれば毎年開催して、その若者の制作意欲を刺激するような展

覧会を行うことにより、今、問題になっています、少子高齢化とか県外に若者が流出し

ていくようなことに歯どめをかけるためにも、若者が地元にとどまって制作活動が可能

と思わせるような公募展をぜひお願いしたい。 

将来、長野県ばかりでなく、日本や世界羽ばたく登竜門となるような美術展になれば、

今、おっしゃっていた100万人という、そういう目標に達するか、それこそ県内外から

多くの鑑賞者が長野に訪れるのではないかというように考えます。ぜひそんな展覧会を

実現させていただきたいと思います。 
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【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございました。それではその前の方、先ほど手を挙げられた。 

 

【男性Ｎ】 

上田から来ました。このコンセプトとかにもあったんですが、芸術家、地元の芸術家

の紹介というようなこともありまして、それから先ほど知事の話の中で上質な美術とい

うようなこと、ただ、美術家というか洋画家でも彫刻家でも、自称でそういうふうな者

ですといえば、芸術家というのはもう芸術家になってしまうわけで、何というんですか

質というのか、そういう点の長野県というのか、美術のその評価の難しさ、そういうも

のに対して長野県がどのように考えるかということ。 

物故者とか、あるいはそういった美術のほうのある、何というんですか、メディアに

乗ったりするということであれば、それは一つの評価を受けているということになると

は思うんですけれども、この評価を受けていないというか、これから評価を受けるとい

うのか、あるいは現在評価を受けているというそういう作家を発掘するというのか、見

つけ出すような、そういうシステムみたいなものというもの、今現在、長野県のほうで

も、芸術家ということでおっしゃられているので、そういうものをうまく見つけ出して

いく、あるいは埋もれている作家、そういうものを見つけ出すようなうまくシステム自

体があるのかどうか、それからどのようにして、今、県はそのような作家を把握してい

るのか。この辺が、地元の作家を育てるなり何なりの一番難しいところなのかなと。自

分も表現活動していますけれども、評価ということに対しては非常に敏感ですし、自分

でも悩むところです。 

この辺も県としてぜひ、ただ美術というものは非常にわかりにくいものでもあって、

スポーツのように勝った負けたという世界でもないので、しかも人間の心の部分とかも

すごくかかわってくる、心を評価するような部分もあるかと思うんです、美術というの

は実は。 

ですので、物故者に関してはある程度あるんですが、現存のとか、あるいは今後のと

いうようなところでちょっとお話をお聞かせいただければと思います。 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

それではごく簡単に申し上げますが。４つのコンセプトの中の一番最後、世界水準の

作品の展示ということとあわせてこれ重要なところで、信州ゆかりの芸術家の育成、あ

るいは郷土作家の紹介ということで、そこと国際交流をしようじゃないかということと、

それから将来性ある作家を目指して、将来性ある作家の作品収集。 

私は、今、評価のことは今ご意見を伺いましたけれども、若手を励ますのが一番いい

のは美術館で購入することなんです。お金を出してね。それ高いやつがあるかもしれま

せんが、美術館の、公の美術館にコレクションされるとどんなに励みになるかというこ
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とですので、今度は新しい運営の問題になりますけれども、収集委員会、どういうふう

な形を開くか、難しいところなんですけれども、若手を中心に、ここで購入すると。 

では、長野県に何年住めば若手になるのかとか、いろいろあると思いますが、今、い

ろいろなほかの県で見ていますと、その大学を卒業すればもうゆかりになるとか、いろ

いろな、例えば信州大学に在籍すれば、それでもゆかりにするとか。いろいろな非常に

範囲が、柔軟にできているんですね。そういうものに基づいて、早くこの購入費の予算

をとってどんどん買っていくと、それで買っていくシステムを見えるようということで

すね。それから今、おそらく平面の絵画を頭に入れておりますが、先ほどありましたよ

うに、立体のものも多いし、それから工芸品もいい作家がいっぱいいるんですね。 

ですから、工芸にも彫刻にも立体にも、そして平面にもやさしい、あるいは最近のこ

とですから、もう現代美術もパソコンでやったり、随分変わってきていますから、そう

いうものに対する心の広さというんですか、そのところもやっていかないと意味ないの

で、これは新しいスタッフの学芸員たちがどういうふうに向き合うかということになる

と思いますが、ご要望としては大事ですので、ぜひ実現したいし、ここにある程度、そ

のことを書いているつもりですということで、お答いたしたいと思います。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。今の信濃美術館も若い芸術家を支援するネクストなどとい

う支援の体制も持っているかと思います。 

 

【男性Ｂ】 

私は今年、九州のハウステンボスで展覧会をさせていただきました。そのときに美術

館のほうで言われた言葉の一つに、オンリーワンをできるだけ選んでいますということ

をはっきり言いました。私、これは大事なことではないかなというふうに思っておりま

す。これも大きな選択肢ではないでしょうか。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。それではどうぞ。 

 

【男性Ｏ】 

地域に住んでいる者ですが、コンセプトの１番の、私、このランドスケープ・ミュー

ジアムというのは非常に心を揺すぶられました。とてもすばらしいことだと思う。 

やっぱり風景というのは、行ってみたい、さらには住んでみたい。だからあそこの美

術館のところへ来たら、長野っていいな、ここに住みたいなという。やっぱり風景画を

外から見てきれいだなで一回で終わってしまうけれども、やっぱりそこへ来たらば、善

光寺さんから見た、自分たちが住んでいても、春夏秋冬、朝夕、ものすごく美しいとこ
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ろです。大勢の老人がいたり、昼間、お母さんたちが子どもを連れてきたりして非常に

すばらしいランドスケープだと思いますので。 

そこのところで一つだけ気になるのは、やっぱり住んでみたいといのは、今まで住ん

でいる人たちが住みやすいなということを実感することが大切ですので、さっき言った

ように、地域とのそれをやるということを非常に押してほしいということが一つと。 

特に私が住んでいる第２地区の場合なんかも、2,000人いる地域住民の中の70歳以上

は540人ほどいます。そういう人たちを考えたらば、やっぱり老人にとってもここに住

んでよかったなと、やっぱり老人力というのは大切なものですので。そういう意味で、

先ほど交通体系のこと、それからほかの、ここの会場をやるときに駐車場を広げてほし

いとか、駐車場の問題もありましたけれども、本当にどこの場所も駐車場があれば、そ

こに住んでいる住民にとっても、また外から来た人も、あそこは交通が便利でよかった、

また行きたいと。昨年度の御開帳の交通体系は、善光寺さんの本堂の周辺でも非常に素

晴らしかったです。ものすごくよくて、それで中心の参道のところでも、何十年ぶりに

こんなに参道を上がって善光寺さんに来る人を見たことはないと、住んでいる人はみん

な言っています。 

ですから、ぜひそういう大きな、美術館と善光寺というだけでなくて、もっと広い面

の中で交通体系を考えていただいて、県境の人がいっぱい来ていますから、それでいろ

いろありますから、そういうところを考えて、安直に駐車場を考えないでほしいという

こと。 

特に私、今がっかりしているのは、東山魁夷館の横の駐車場、あれが地域住民にとっ

てイベントがあるたびに大渋滞になっているんです。だから住んでみたいという、この

ランドスケープ・ミュージアムを壊していると思うので、やっぱり地域の人が応援しな

い限り、地元の人が応援しない限り、来た人にきちんと案内してやるというのはやっぱ

り地元の人だと思うんです。ぜひそういう意味で、長野市の、また長野県の人口増加に

つながるようなランドスケープ・ミュージアムのほうを工夫していただきたいと思いま

す。期待しています。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。それでは、ランドスケープ・ミュージアムというコンセプト

とも関係してきますが、地域とともに歩むような美術館、善光寺との回遊性を高めた新

美術館へのご意見、期待などもいただきたいと思います。 

またここで観光と美術館との関連とか、その辺のご意見をお願いいたします。 

 

【男性Ｄ】 

ペーパーを用意してきたんですけれども、もしあれであれば配らせていただければと

思うんですけれども、よろしいでしょうか。 
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【進行役 石川利江氏】 

ではペーパーをお配りいただきたいと思います。 

 

【男性Ｄ】 

すみません、今、ここで配りますので、すみません。 

最初に説明させていただきましたが、私ども去年の４月に改築委員会をやって、立ち

上がった前からちょっと城山公園のグランドデザインということでいろいろ考えてきて

おりまして、今、下に書いてある８名のメンバーでいろいろ検討しております。 

具体的にはちょうと後ろのページに、ちょうど紙の裏なんですけど、いろいろ具体的

なことを細かく書いておりますが、時間が多分ないと思いますので、項目だけちょっと

読ませていただきます。 

まず１としては、城山公園のグランドデザインの策定委員会の設置ということなんで

すけれども。これ当然、長野県、長野市、善光寺当局と専門家、及び地元住民による委

員会の設置ということが必要だと思います。それから県民参加による新美術館と城山公

園のグランドデザインシンポジウム、要するに県民がこのグランドデザイン、あるいは

ランドスケープ・ミュージアムということを理解していくためのシンポジウムとかワー

クショップ、こういうのをこれから定期的に開催していただければいいなと思っており

ます。 

それから３、新美術館のコレクションポリシーの決定、これは非常に重要な部分だと

思います。でも、これは改築委員会、あるいは美術館協議会さんのほうでの内容の決定

にはなっていくのではないかというふうに思っております。 

４、善光寺、新美術館、城山公園が一体となったグランドデザイン、そのコンセプト

の決定と、先ほども出ておりましたけど大規模駐車場の設置、同時に考えていかなけれ

ばいけないことではないかと思います。 

それから５、城山公園の新設規模と長野市の文化施設、轟部長からもちょっとお話し

出ましたけれども、蔵春閣とか第２庁舎、城山庁舎ですね。それの活用ということで、

例えば「産業デザイン館」とか「おもてなし館」などの点も全面的なご協力がもらえな

いかと思います。 

（１）として、新美術館の玄関との位置づけで全県の産業発展に貢献する産業デザイ

ン館の創設ということと、信州産の食を味わうもてなし館、長野迎賓館と仮につけてい

ますけれども、その開館。例えば、ここではジビエ料理などが味わえるというようなも

のも一つ、方法ではないかと思います。 

それから６としては、これもう事業計画に対しての国の助成とか、そういうものをち

ょっとここへ並べてあるんですけれども、「ゼロエネルギービル」というものを検討いた

だければと思います。 

それから国の施策との連動ということで、この６月に閣議決定されている内容で、こ
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ういったものがいろいろ助成できるようですので、こういったものをご検討いただけれ

ばうれしいなと思っております。 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

ここまで用意していただきまして、大変ありがとうございます。 

当然、これは美術館の側との関係も多いです。ここにランドスケープ・ミュージアム

のためのシンポジウムを開いてということも非常に参考になりまして、小さなことから

大きなことまで随分書かれていますので、ぜひ受けとめてやっていきたいと思います。

本当にどうもありがとうございました。 

 

【県民文化部長 青木 弘】 

すみません、貴重なご提言をいただいてありがとうございます。 

その中で幾つか、個別に全部お答えするというところではまだいきませんけれども、

グランドデザインの関係につきましては、先ほども長野市さんのほうからもございまし

たように、ああいう形で長野市さんも整備検討の関係の委員会を立ち上げていかれると

いうふうにお話を承っておりますが、考えているところはやはりグランドデザインとい

うものをどういうふうに描くかということだと思います。私どものほうも、県のほうも

そのときには一緒に参画をさせていただければというふうに思ってございます。 

また、シンポジウムの開催ということでございますけれども、知事からも以前申し上

げておりますけれども、基本構想をこれから策定してまいりますが、私どもその基本構

想を策定して終わりではないと思っています。といいますか、逆に言えば基本構想があ

る意味でスタートラインに立つというイメージを私ども持っておりますので、さらに基

本構想というものは本当にまさに基本の部分でございますので、それを具現化するため

にどうしたらいいかということにつきましては関係の皆さん方と、こうやって意見交換

のような場も、これからも必要になってくるのではないかというふうに思っております。 

例えばその中で、「デザイン館」とか個々具体的な話もございますが、これについては

ちょっと、そういったご意見があるということで受けとめをさせていただきます。今日

はその辺ですが。 

あと、さまざまな国の制度というお話もございました。これは大事な視点でございま

す。私どももいろいろな面での、例えば財源的な部分でも、いろいろな有効なものは取

り入れさせていただきたいというふうに思っておりますし、今後とも国の動きも十分に

把握しながら、国の方向性と一体でできるものについては工夫していきたいというふう

に思っているところでございます。 

すぐできることとできないこともございますけれども、貴重な提言をいただきまして、
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まことにありがたく思っております。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。今日は善光寺界隈のまちづくりに関係している方たちもいら

っしゃいますが、何かご意見あればお願いいたします。では、そちらの方、お願いいた

します。 

 

【男性Ｐ】 

いいですか、回答いただかなくても結構です。 

先ほど、長野県知事 阿部守一及び委員長のほうから、100万人を呼びたいというふ

うな申し出がありましたけれども、これは美術館がきわめて魅力的で、どんどん人が来

るというだけでは100万人の人にサービスできないんですよね。周辺の環境というのが

大事になってきます。公共交通網体系はどうなるのか、駐車場はどうなるのかという具

体的なものが出てくるので、幅広い視点が必要になってくるので、その辺のところも、

ただ100万人といってもそこにはいろいろな付随されてくるものがあるということを、

ちょっと認識をいただきたいと思います。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。一番後ろの方、どうぞ。 

 

【男性Ｑ】 

すみません、さっきの一個前の質問の、一個前の質問に関連してなんですけれども、

県民シンポジウムを開いてくれという要望の中に、さっき長野市さんのほうで城山一体

の整備の検討委員会を立ち上げるとか言っているんですけれども、住民の方は入るとい

うことなんですけれども、ぜひその中に県民も入れてほしいなと思います。 

やっぱりあそこは観光地でありますので、住民の方の意見も大事ですが、やっぱりそ

ういう観光客という、そういう視点での面も必要だと思うので、ぜひ県民の方もいれて

いただきたいなと思います。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。 

 

【長野市都市整備部長 轟邦明氏】 

検討させてください。 
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【進行役 石川利江氏】 

ほかにありますか。ではお願いいたします。 

 

【男性Ｒ】 

地元の者です。 

先ほど、私ども第二地区の役員からもいろいろご意見いただておりますが、その関連

で、私ども第二地区として善光寺界隈の、いわゆる善光寺と善光寺下駅と道路整備を県

のほうに陳情しております。そういう中で、提案書という形で県のほうに申し上げてご

ざいますが、その辺のところで、今の信濃美術館と一体として整備していただきたいと。

そこの黒板といいますか、そこに城山公園一体の整備の検討というふうに書かれており

ますが、その中に、善光寺下から仁王門までの東参道をということで提案もしてござい

ます。そこを一体化という意味合いの中でぜひ整備をお願いしたいと。それで私どもお

願いしているのは、次回の御開帳が、あと５年後にあるわけですが、それまでにはその

道路整備をしていただきたいというお願いをしてございます。 

そういう中で、今年度に地域の測量という形で予算づけされましたので、何か一歩、

進んだかなという思いは持っております。そういう中で、ぜひ知事さん、ここにおられ

ますので、知事さんを初め関係の部署にご協力のほどをお願い申し上げておきたいとい

うふうに思います。よろしくお願いいたします。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。 

 

【県民文化部長 青木 弘】 

ありがとうございました。また担当部局、建設部になるかと思います。私の立場でも

そういうお話があったことをお伝えをさせていただきたいと思っておりますけれども。 

 

【長野県知事 阿部守一】 

私のところにもちゃんと、そういうご要請があるというお話は伺っています。 

それで、この信濃美術館のコンセプトの中にも、やっぱり周辺の町並みとの一体感と

いうことも意識しなければいけないというところもありますので、先ほどから地域の皆

さんのご意見、いろいろ出ていますし、また長野市でも城山公園、これからどうしてい

くかという検討の場を立ち上げて、そこにも我々県も参画して長野市と一緒に考えてい

こうと思っています。 

そういう中で、今のお話もご要望は受けとめて、これは予算の話になると、私も今の

段階でいついつまでにやるというふうにはなかなか申し上げられないですが、しっかり

受けとめて対応を考えていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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【進行役 石川利江氏】 

それでは、あとおひとりに限らせていただきたいんですけれど、たくさん手が挙がっ

ていますが。ではそちらの方で、お願いいたします。 

 

 

【男性Ｓ】 

基本的な質問も含めてですが、善光寺とこの美術館と一体化して考えることは必要な

のかどうか。信濃美術館へ行っている方が、善光寺から流れてきている方というのはほ

とんどいないと思うんですよ。 

昨年ですか、一昨年、御開帳のときも、あの期間で３万どのくらいといったら、ほと

んどふだんと変わりない。非常に、あのとき仏像のとてもいい企画をやっていたので、

そういうことで行ったんだと思うんですが、それならば、もっと美術館としての客が来

る、そういうやっぱり美術館にしてもらいたいと。 

そうなった場合、善光寺の隣ではなくて県民文化会館、それから県の図書館がある、

あそこに持っていって文化芸術の集積というようなことで、そのほうがよほどふさわし

いんじゃないかというふうに私は思うんですけれど。 

東口も整備がもう大分進んできて、駅からあっという間に行けるわけです。そうした

場合、やっぱり県からいろいろ来ると、長野駅からすぐだということで交通インフラも

考えることがないですし、非常にあちらのほうがよっぽど、立地だとか、いい美術館が

できると思うんですけれどもいかがなんでしょうか。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございます。それでは、ほかにも手を挙げていた方、全部お聞きしたいと

思います。あとでまとめてお答えをいただくようにいたします。その後ろの方、ではお

願いいたします。 

 

【男性Ｔ】 

東御市から来ました。ふだんは絵画作品の保存ということで、美術館の古い額縁を直

したりとか、そういうような仕事をしております。 

実は今日来ることになったのは、数日前に新聞にこのミーティングの記事が載ってい

まして、その記事の中で、県展のためのスペースをとってほしいという言葉が出ていま

した。その記事を読んだときに、僕としましてはいたたまれなくなりまして、今日駆け

つけたようなところです。 

その趣旨というのは、まず美術館というものが、その貸し館をするというのは本来お

かしいと思うんですね。美術館というのは本来、表から言うならば、学芸員といわれる

方々が料理人ですね。料理人で入館者の方に料理を提供するというのが本来の姿だと思
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うんです。それを放棄して人が料理したものをそこに並べるというのは本来おかしいと

思うんです。 

我々のほうから言いますと、幾つか県立クラスの美術館の仕事をしながら拝見してい

ますけれども、例えば県展なんかを開催されますと、ふだん美術館が必死に守っている

裏方の環境に一般の方がどかどかと入ってくるんです。これは、今テーマの中に、４つ

のテーマの中に、その作品の保存の重要性ということがありましたけれども、その年間

何回か行われる一般の方々が出入りする展覧会のために、ふだん美術館の学芸員の方や

皆さんが大変なお金と時間をかけて守っている環境がなかなか維持できないという現実

があるんですね。ですから、貸し館という発想はやっぱり美術館にはそぐわないと思う

んです。 

この中でありました教育普及の一貫としての県民ギャラリーということなんですけれ

ども。こういう形でもしギャラリーというものがどうしても必要だとするならば、一緒

にありましたワークショップとか、それからアトリエですね。それらを含めて、先ほど

竹内さんがおっしゃったように、そのフレキシブルな空間として全く美術館とは別棟に、

美術館のそば、もちろん一つのエリアの中でいいんですが、しっかりとしたその貸し館

専用、貸し館というか、こういう教育普及専用のワークショップのスペースを確保する

という形が運営上も理想的ではないかと思うんです。そうすれば、運営が基本だと思い

ますので、先ほどおっしゃったような、展覧会をやりたいときにそこが埋まっていると

いうことはなくなると思うんです。ただ、ここで問題になるのが、ではその附属施設に

した場合に、スペースがその県展にふさわしいスペースがとれるのかということになる

んですが。 

先ほど来、いろいろ意見が出ていますけれども、今回できる信濃美術館で県展をやら

なければいけないという理由はないと思うんです。もしくは、県展が１カ所にまとめな

ければいけないという理由もないと思うんです。ですから、この方法を使った県民ギャ

ラリーなり、ワークショップセンターでもいいですけれども、その空間はいろいろ検討

した結果のふさわしいボリュームでつくっておいて、もし、県展の長野支部展をやるな

らそれでもかまわないと思うんですが、去年の実績を見ますと、県展は松本市美術館で

すか、でやっていらっしゃるんですけれども、それを地方それぞれの地域の公民館とか、

そういうところを使って展覧会をやればいいんじゃないかと思うんです。 

もし、もしそれでももうひと息ということであれば、学芸員の目で見て県展を見て、

そういう中からピックアップしたものを、学芸員がちゃんと料理をした形で長野県の展

覧会として美術館でやるとか、そういう形をとって、何でもかんでもその団体の方々が

望む展覧会を美術館でやるという発想はもうやめたほうがいいと思うんですね。 

それ自体はいけないとは、皆さんが活動されること自体、全然いけないとは思ってい

ないんですが、その展覧会を美術館という器の中でやることに私は反対です。 
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【進行役 石川利江氏】 

ありがとうございました。ほかにご意見ある方は、ではお願いいたします。 

 

【男性Ｅ】 

信濃美術館、開館と同時にずっと50年間、おそらく美術館関係者以外の方以外では、

一番長くおつき合いをさせていただいている立場だと思います。 

近藤先生の前の文化庁長官、河合隼雄さんがミュージアムパワーという言葉をよく使

ってらして、行ったら必ずそこでその作品が見られる。これはその美術館の最大の魅力

であると。 

外国であいさつをして名刺交換をして、その後、ところであなたの住んでいる町には

どういう美術館があるかという話になる。ところが、残念ながら日本のビジネスマンの

方々がその話題になると、そこから先、話が通じなくなってしまう、それほど小中高に

おける、地元での美術館、博物館の教育がほとんどなされていない。 

逆に、我々としても展覧会をかなり大きな規模で検討、やりたいわけですから、先ほ

ど県展といいましたけれども、県展の中には書道展があり、美術展あり、写真もありま

すので、それを一括して県展という呼び方をしていいかどうかわからないんですけれど

も、少なくとも書道県展の場合、展示スペースが狭いのでかなり厳しい入選率になって

います。もう少し展示スペースが広ければなという思いもします。 

第１回目の会議のときにも申し上げたんですが、常設展示館と貸し館の建物を２棟に

できませんか。そうすれば、常設展示館で常に信濃美術館の持っている美術品を展示で

きる。 

とにかく今の信濃美術館の収蔵スペースはひどいものです。館長さんがかわり学芸員

がかわっても、美術品そのもの変わっていないわけですから、そうすると、今の信濃美

術館の収蔵スペースは目も当てられないほど悲惨な状態です。どんどんどんどん作品が

劣化していくのは目に見えています。ですから、一刻も早い信濃美術館の改築をお願い

したい。と同時に、２つの目的を持った２つの建物をできれば建設していただきたい。 

それから100万人という数字がさっきから話題になりましたけれども、100万人は簡単

にできます。おとつい、阿部知事も県の日中友好協会60周年の会議に出ていらして、中

国大使館の方が、これから年間、中国人の訪問数が1,000万人に近くなりますと。とい

うことは、インバウンドで1,000万人のうち10人に１人長野県に来てくれたら、インバ

ウンドだけで100万が達成できます。 

ただし、ここに条件があります。私も年に二回ぐらい中国に行っているんですけれど

も、その中国人の美術関係者と話をして、長野県、美術館・博物館の数が圧倒的に多い

んだから、もっと美術館、博物館に来てよというと間違いなく、教育県長野といいなが

ら、県立の書道美術館がないじゃないかと。中国人の考える美術館・博物館というのは、

まず書道の作品を見に行く施設だと。文学も教育も哲学も思想も全てもとは書道だろう
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と、言われて見れば確かにそうです。書道のない、そういう活動は考えられないわけで

すから。そうしたときに、その教育県長野というんだったら、県立の書道美術館でもつ

くれよと、そういうことで、驥山館を県に寄附して書道美術館にしたらどうかというこ

とまで言ってくれる中国人が何人もいます。 

そんなことも含めて、インバウンドも、お客さんを考えた観光行政と、それから書道

美術館、それから常設展時館、それから貸し館というようなこともお考えいただけませ

んでしょうか。 

 

【進行役 石川利江氏】 

はい。ありがとうございます。それでは、お願いいたします。 

 

【男性Ｕ】 

すみません、長野市に住んでいる者です。整備検討委員会の議事を県のホームページ

より毎回見ていました。 

それで、その中で、第５回目の検討委員会の中の基本構想の中に、新県立美術館の広

さが11,000平方メートルだったのが、第６回目になったときに1,000平方メートルほど

減っていたんですけれども、その減った、その理由というのをちょっとお聞かせ願いた

いなと。その1,000平方メートルが減った中で、特に企画じゃなくて常設展示のほうが

1,000から500に半分に減ってしまった。その辺の理由もちょっとあわせて教えていただ

きたいなと。 

個人的には、収蔵数が県立美術館のほうは4,000点近くあって、それで500平方メート

ルというのはちょっと少ないんじゃないかと。500平方メートルというと今、東山魁夷

館と同じぐらいになりますので、それが企画展示、常設展示として500平方メートルだ

とちょっと少ないんじゃないかなということで、その辺も、要望とあわせてちょっと質

問させてください。 

 

【進行役 石川利江氏】 

幾つかのご質問、ご意見が出ましたけれど、ご意見としてお聞きしておくものもござ

いますし、お答えいただいたほうがいいものもあるかと思いますが。 

 

【県民文化部長 青木 弘】 

それでは順次、幾つかご質問をいただいたり、ご意見もいただいたところでございま

す。大変ありがとうございます。 

一番最後の方のご質問でございます。16ページをごらんいただきますと、常設展示室

については今1,000平方メートル、それから企画展示室1,500平方メートル、当初の３月

時点での報告からの変化の理由ということだったと思います。 



 - 49 - 

一番最初の３月の時点では、この東山魁夷館ということについてのあまり記述をさせ

ていただていない、そういう内容であったかというふうに承知をしてございます。そう

いう中で、やはり東山魁夷館の今後のあり様を考える中で、一部、東山魁夷館のほうの

機能の向上もさせていただくといいますか、改修の中で、そちらのほうに少しシフトし

た部分もございまして、完全に1,000平方メートルをなくしたという、そういうことで

はなくて、差し引きの勘定の中で必要なものを盛り込ませていただいたというふうにご

理解をいただければというふうに思っております。 

それから場所の話もご指摘をいただいたんだろうと思います。この点、長年、50年間

にわたりましてこの城山の地籍の中で私どもの信濃美術館というものが存在し、地域の

皆さん方の応援をいただく中で今まで、これまで一生懸命運営もさせていただいたと、

そういう長年のいわゆる歴史、そういう定着してきた地域にやっぱり定着してきたもの

ではないかなというふうに思ってございます。 

先ほど来からも、地区の皆さん方からも温かいお言葉をいただいているところでござ

いまして、私どもとすれば、城山公園の中であくまでも改築という形で考えさせていた

だいたという、そういう整備報告、委員会の報告ではないかなというふうに思っていま

す。それで東山魁夷館との接続も果たす中で、お互いに機能を連携させるという、そう

いう効率的な部分も視野に入れていただいた提案をいただいたのではないかなというふ

うに思っているところでございます。 

県展の関係は、本当は委員長さんからお答えをいただくのがよろしいのかなというふ

うにも思ってはおりますけれども、美術館のあり方、これは貸し館というのはおかしい

という、今、お話もございましたけれども、私の知る限りでは、東京の新国立の美術館

はまさに貸し館だけのそういう美術館として運営をされているというふうにも承知して

ございます。 

先ほど来、県展にかかわる皆さん方からも、その必要性もかなり強くご主張もいただ

いてきた経過もあるというところでございまして、ただ問題は、ご指摘いただきました

ように、県展の皆さん方のスペースと、それから本来のといいますか、先ほどおっしゃ

ていただいた美術館の果たすべき役割というのが、それがあまり混在したり、そういう

ことはやっぱり好ましくないんだろうというふうには思っております。 

動線の問題、それから搬入口の問題、やはりそういう部分はしっかり分ける中で、ま

た美術館、いわゆる美術館としての機能と、それから県民ギャラリー等々の、そういう

県民の皆さん方が貸し館として期待する機能というものをうまく整合性をとっていくと

いうことが、私どもに課せられた役割ではないかというふうにも思っております。 

あと美術館の２棟という話もございましたけれども、今の話とも連携する話だと思う

んですけれども、今後、その部分をどういうふうに今後、正式に決めさせていただいて

具体的な設計の段階になった場合には、どういう形での建物というものをご提案いただ

くかという、そういう中でやはり皆さん方の疑問とか課題というものをできるだけその



 - 50 - 

建物の設計の中で生かしていくかということが、とても必要だというふうに考えており

まして、基本的には。 

そういった中で、今後、基本構想が定められた後の話になるわけですけれども、その

際にもこうした機会というものはできるだけ持たせていただく中で、皆さん方と意見交

換する中でよりいいものにしていくという、そういうプロセスがこれからも必要になっ

てくるんじゃないかというふうに思っているところでございます。 

十分なお答えになるかどうかわかりませんけれども、もし補足していただくところが

委員長さんのほうでございましたら、お願いしたいと思いますが。 

 

【検討委員会委員長 竹内順一氏】 

積算の技術の問題があるので、よくホームページを見ていただきまして、そこまで気

がついて、僕は感動、気がついていただいて感動しております。 

議論はありまして、積算の仕方の基礎数が多少ずれましたので、企画展示室を減らそ

うとか、常設展示を減らそうじゃなくて、総合的にもう一回見直そうということで数字

が、多分1,000ぐらいですか、変わったと思いますけれども、ということでよろしく。 

その一番大きいのは東山魁夷館の機能を見直そうということなんです。ですから、将

来は、今、簡単にいかないんですけれども、東山魁夷館のほうで常設展示機能もあわせ

ていこうということで、東山魁夷しか扱わないというのもどうかなということでなった

わけです。 

 

【進行役 石川利江氏】 

ではこれで今日の皆さんの意見交換を一旦閉じさせていただきます。 

本当に皆さんの美術館に対する期待や、思いの強さを感じる時間でした。収蔵方針や

運営体制など、具体的にどういう美術館になっていくのか、この後に基本構想が出てき

たところで、またもう一度、皆様の熱い思いやご意見をいただくような機会もあるかと

思います。 

美術館は未来に残す大切な財産であり、私たち県民の共通の文化資源として大事な美

術館ですので、今日の皆様の思いを受けとめて、これから基本構想を出していただける

と思いますので、期待申し上げたいと思います。 

それでは、本日の意見交換全体を通じまして、知事から総括コメントをお願いいたし

ます。 

 

５ 知事総括コメント 

 

【長野県知事 阿部守一】 

どうも皆さん、予定の時間を大変オーバーして、長時間ご同席いただきまして大変あ
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りがとうございました。 

あまりコメントをこちら側からしなかったなというふうに思っているのが、男性Ｋさ

んから出た教育の話ですかね。私は実はいろいろなところで最近言っているのは、長野

県、昔、教育県と言われていたと。私はまだ教育県だと思っているんですよ。でも、多

くの県民の皆さん教育県だとは思わなくなっている。教育県の復活、再生ということは

もちろんいいのかもしれませんが、私は学習県にしたいなということを言っていまして、

教育というのはもともと本当にエデュケーションなんで、ここの能力を引き出すという

ことだと思うんですけれども、何か日本の場合、教育というのは何か教え込むみたいな

イメージが強くなっています。 

昔の教育は、やっぱりみんなが寺子屋で大勢学んでいた、あるいは明治初期の学校の

就学率が長野県は高かったということで、そこをベースにして教育県という位置が確立

をしてきたわけですけれども。私、これからはやっぱり、この文化芸術で冒頭申し上げ

たのと同じように、私は多様性というのが尊重される社会でなければいけないんだろう

なというふうに思っています。それを考えても、一人一人がやっぱり主体的に学ぶ。ぜ

ひこの文化芸術の部分も、この学習県というような発想とも連携をさせて考えていきた

いというふうに思っています。ぜひ、子どもたちへの教育ということは、皆さんにもご

協力いただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

それから、男性Ｈさんから障がい者アートの話があって、私はこの障がい者のアート

をどう位置づけるかというのは非常に、この間もちょっとお話させていただいたんです

が、非常に深い本質的な問題があるなというふうに思っています。 

文化振興事業団の近藤理事長には、これからの文化を目指すというか、取り組んでも

らいたいと方向性として先ほど申し上げた教育、学習の話と、それからやっぱりどんな

人も芸術に触れ合える、障がい者の皆さんも含めて環境づくりと、それからやっぱり障

がい者の皆さんも含めて、やっぱり自己実現であり、自分の表現の場でもありますので、

そういうものをやっぱり県全体として伸ばしていくことができるようにしたいなという

ふうに思っています。また、障がいがある方のアートをどう考えるかということも、ま

たしっかり考えていきたいと思っています。 

それから全体を通じてですけれども、今日、何というか、大きく分けると今の城山公

園周辺の皆さんのこの地域に対する強い思いと、それから長野県全体の視点で文化芸術

をどう位置づけていくんだという、大きな話題としての塊があったんじゃないかなとい

うふうに思います。 

今日は長野市からも轟部長にお越しいただいていますし、善光寺からも清水副部長に

お越しいただいていますけれども。何人かの方からもちょっとご指摘いただいたように、

私はこの問題は、当初から長野市と善光寺と一緒に考えていかなければいけないという

ふうに思っていますし、今日は長野市、普通タウンミーティングとかだと県だけで勝手

にやっているんですけれども、今日のテーマは長野市と善光寺からもお越しいただかな
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いと完結しないだろうということで、わざわざお忙しいところをお越しいただいていま

す。 

これからもしっかり連携を取って進めていきたいというふうに思いますし、私もまた

加藤市長とも直接お話をして、長野市側から見たときのこの課題、それから我々から見

たときのこの信濃美術館と城山公園をどうするかということをやっぱり率直に長野市と

長野県とで意見交換して、やっぱり同じ思いを持って進んでいけるようにしていきたい

ちというふうに思っています。ぜひ、何よりも地元の皆さんのご理解とご協力とご支援

が不可欠だと思いますので、ぜひ、これからも皆さんのお考えは随時お伺いさせていだ

きながら長野市と一緒に進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それから県全体の位置づけは、この県土の広い長野県、今日は長野市で開催している

んですが、多分、南のほうに行くと、何であんな遠いところという感覚の方もいらっし

ゃるだろうというふうに思っています。そういう意味で、私の立場からすると、もちろ

ん長野市に立地する施設でありますけれども、やはり県民全体から受け入れていただけ

る。そして何よりもやっぱり県民の皆さんが愛着を持っていただく、親しんでもらえる、

そういう施設にしていきたいというふうに思っています。 

先ほど青木部長からもちょっと申し上げましたけれども、今月、県内何箇所かでこう

いう形で対応させていただいていますけれども、私はこれはスタートだと思っています。

これから信濃美術館なり城山公園に具体的に手をつけていくことになるだろうと思いま

すけれども、そうした段階であったり、あるいはもっと言うと、これ美術館ができてか

らも県民の皆さんとはやっぱりこういう対話をしながら、ハード面の問題、ちょっと今

日は整備方針ということで、どちらかというとハードの話だったんで、ちょっとどちら

かというと結構運用とかソフトの話のご意見が多かったなと思いますけれども。そうい

う部分はこれから積極的に、私であったり、あるいは信濃美術館の館長さんであったり、

あるいは県民文化部の職員であったりが、文化芸術関係の団体の皆さんはもとより、い

ろいろな皆さんと意見交換しながら、いろいろな取り組みを進めていく必要があるとい

うふうに思っています。 

何となく今の文化行政というのはちょっとそういう、県民の皆さんとの対話もやや弱

いかなというふうにも率直に思っていますので、ぜひこの信濃美術館の問題であったり、

あるいは、先ほど冒頭申し上げた文化芸術全般であったり、この文化芸術のところ、や

っぱり主役は我々行政ではなくて活動されている、文化芸術の活動されている皆さんで

あったり、あるいはそうした文化芸術に親しまれようというふうに思われている県民の

皆さんお一人お一人がやっぱり主役でなければいけませんので、そういう姿勢でこれか

らも取り組んでいきたいというふうに思います。 

今日はさまざまなご意見をいただきました。あまり芸術に精通しているとは言えない、

どちらかというと、疎いほうの私とすれば、非常にこれから取り組む上で参考になるご

意見をいっぱいいただけたというふうに思っています。 
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竹内委員長はもう専門家でありますので、これからも竹内委員長を初めこうした専門

家の皆さんのご意見も承りながら、そして私は行政の立場で、今日は非常にポジティブ

なご意見が多かったのですけれども、私の立場は県全体の財政とか、そうしたこともこ

の文化芸術の振興とあわせて考えながら、ぜひ多くの皆さんにご理解いただけるものに

していきたいというふうに思っています。 

どうか、今日お越しいただいた皆様方にはこれからも引き続きさまざまなご意見をい

ただき、そして、ぜひ私どもの取り組みにはご理解とご協力を賜りますように心からお

願い申し上げまして、私からの皆様方へのお礼のごあいさつといたしたいと思います。

ありがとうございました。 

 

 

６ 閉 会 

 

【広報県民課長 藤森茂晴】 

参加の皆様、長時間にわたりどうもありがとうございました。それから石川様、本日

の進行、本当にありがとうございました。会場の皆さんの拍手で感謝の意を表したいと

思います。ありがとうございました。 

それでは、事務局から連絡をいたします。限られた時間の中でしたので、ご発言いた

だけなかった方もいらっしゃるかと思います。お配りした封筒の中にアンケート用紙が

入ってございますので、ご意見などを記入していただきまして、出口のところに回収ボ

ックスがございますので、そちらのほうに入れていただければと思います。 

大分暗くなって寒くなってまいりましたので、気をつけてお帰りいただきますようお

願い申し上げまして、以上をもちましてタウンミーティングを終了させていただきます。 

どうもありがとうございました。 


